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富山県中央植物園研究

富山県を代表する植物群落の30年の変化

吉田めぐみ･山下寿之

富山県中央植物園　〒939-2713富山県富山市婦中町上轡田42

changes of the species composition in Hspecific plant communities"

in Tbyama in the last 30 years

Megumi Yoshida & Toshiyuki Yamashita

Botanic Gardens of Toyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-27 1 3 , Japan

Abstract: SpecleS COmPOSition was phytosociologically investigated at eight
"SpeclrlC Plant communities" in Toyama Prefecture･ These plant communities were

selected as representatives and were surveyed phytosociologically bythe

Environmental Agency, Japan in 1978 (the second survey), 1988 (the third) and 1998

(the flfth). The results obtained by the present survey were co?pared withthose of
1978, 1988, and 1998 in accordancewith S伊renSOn's s.milanty index (QS)･ The

cryplomeria JaPOnL･ca communityin Bljodaira on Mt･Tateyama showedthe lowest

QS value (0･181) and QS values of the Castanopsis sieboldii community(0･256) in
Miyazaki andthe P'nus pumila communlty (01279).n Mikurigaike on Mt･Tateyama

followed lt･ SpecleS COmPOSition of these plant communities, ln Other words･ has

been remarkably changed in the last 30 years･ Inthe C･ japonica COmmunltyin

BiJOdalra, Subalpine taxa in the herb and shrub layers have disappeared and alpine

meadow elements are scarecely found in the Pinus pumila communltyin Mikurigaike･

It is noted here that plant colnmunltleS in high elevations have been changed in more

remarkably in the last 30 years probably because of the global wa-lng･

Key words: plant community, similarltylndex, species composltion･ vegetatlOnal

change, Toyama Prefecture

富山県の植生については､ ｢富山県の植生｣

(宮脇1977)のほか､1972年より始まった環境

庁(現環境省)の自然環境保全基礎調査(緑

の国勢調査) (富山県1978､ 1979､ 1988)な

どの報告があるoこの調査では第2回(1978､

1979年)より各都道府県の主要な植生につい

て定点調査を行う特定植物群落調査が始まっ

た｡富山県においても特定植物群落として

166ヶ所が選定され､さらにその中から代表

的な植物群落であることから､ ｢常楽寺の

ジロガシ群落｣ ､ ｢宮崎鹿島樹叢の天然林｣

女平のスギ群落｣､ ｢ブナ坂のブナ群落｣､

陀ケ原の池塀の植物群落｣､ ｢美松坂のオ

ラビソ群落｣､ ｢ミクリガ池のハイマツ群

｢縄ヶ池のミズバショウ群落｣､ ｢小境朝

社のスダジイ群落｣の9ヶ所が追跡生育

対象として選定された｡この9つの植物

については第2回(1975-1978年)､第
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表1.調査した特定植物群落.

群落名　　　　　　　　　　所在地　　　　　標高(m)特定植物群薄の選定基準　調査日

1常楽寺のウラジロガシ群落　富山市婦中町常楽寺　　　　　95　A自然林　　　　　　　2007/7/8

2　宮崎鹿島樹叢の天然林　　　下新川郡朝日町宮嶋鹿島社　　10　A自然林　　　　　　　2007/7/9

3　美女平のスギ群落　　　　　中新川郡立山町美女平　　1000　A自然林　　　　　　　2007/9/19

4　ブナ坂のブナ群落　　　　　中新川郡立山町ブナ坂　　1180　A自然林､E郷土景観　2007/9/19

5　弥陀ケ原の池塘の植物群落　中新川都立山町弥陀ヶ原　1870　D特殊立地　　　　　　2007/9/5

6美松坂のオオシラビソ群落　中新川郡立山町美松坂　　　2000　A自然林.E･郷土景観　2007/9/5

7ミクリガ池のハイマツ群落　　中新川都立山町皇堂平　　　2380　A自然林､E郷土景観　2007/9/ll

8　小境朝日神社のスダジイ群落氷見市小境朝日神社　　　　10　A自然林　　　　　　2007/10/1

(1986年)､第5回(1997-1998年)とほぼ

10年ごとに調査が行われてきたo

その後､環境省の調査方針で植生図の改訂

が進められているが､特定植物群落について

は2007年まで調査が行われず､その後の調査

も予定されていない｡筆者らは第5回特定植

物群落調査に参加したが､最近の少雪温暖化

が富山県の植生にどのような影響を与えてい

るかを把握するためには､定期的な追跡調査

が必要と考え､ 2007年に特定植物群落追跡生

育調査地点9ヶ所のうち8ヶ所について独自

に追跡調査を実施した｡

調査方法

調査地は表1､図1に､また調査地の写真

を図2に示したo調査は2007年7月8日､ 9

日､9月5日､11日､19日､10月1日の延べ

7日間で行った｡

調査方法はBraun-Blanquet (1964)の植物

社会学的手法に基づき､各調査地点において

10年前に設置された杭を基に同じ地点でコ

ドラートを設定した｡各コドラート内を高木

層､亜高木層､低木層､草本層､コケ層に区

分し､各階層の植被率､群落の高さを記録し

た｡また各階層に出現する植物の種名とその

優占度を以Fのとおり十から5の6段階､群

度を1から5の5段階で記録した｡

優占度(被度階級)

+ :まばらに生育し､被度はごく小さい｡

1 :個体数は多いが､被度は小さい｡また

まばらだが被度が大きい｡

2 :非常に個体数が多い｡また被度が1/10

1/4

3 :被度が1/4-1/20個体数は任意｡

4 :被度がl/2-3/4.個体数は任意0

5 :被度が3/4以上｡個体数は任意o

群度

1 :単独で生育｡

狂言｣
/ mLJ1- -㌧/

図1.各調査地点の位置.
1.常楽寺のウラジロガシ群落. 2.宮山

鹿島樹叢の天然楓3.美女平のスギ群落
4.ブナ坂のブナ群落. 5.弥陀ヶ原のi

塘群#. 6,美松坂のオオシラビソ群落.
7.ミクリガ池のハイマツ群落. 8.小i

朝日神社のスダジイ群落(番号は表lと3
応).
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図2. 2007年に調査した特定植物群落1常楽寺のウラジロガシ群落. 2.宮崎鹿島
3.美女平のスギ群落　4.ブナ坂のブナ群落. 5.弥陀ヶ原の池培. 6.美松坂のオ

ラビソ群落. 7.ミクリガ池のハイマツ群落　8　小境のスダジイ群落.
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2 :小群状または束状に生育｡

3 :斑状またはクッション状に生育｡

4 :大きな斑状､または穴の空いたカーペッ

ト状に生育｡

5 :一面に群生｡

各特定植物群落の調査地点において､過去

の調査結果との植生頬似度を､ S8renSOnの類

似係数(QS)によって以下の式により計算し

た_

QS - 4e/(a+b+C+d)

a,b,C,dは同一群落における各調査年のそれ

ぞれの種数､ eはその共通種数

QSは0であれば群落の種組成がまったく

異なり､ 1であれば全ての種が重複すること

を示している｡

表2　常套寺のウラジロガシ群落の種類組成の変化

2 El　　　　　3E1　　　　5El

調査年月日　　　　19750718　19861002　1998101

調査者　　　　　　大乱小路　大乱長井､小臥山下_

木内.高木　長井

珊高　　　　　　　　　90m　　　90m　　　　90m

調査面積　　　　　2【IX20mb　20)･20rバ　20)く20m'

方位　　　　　　　　N60E S45E S45E

傾斜　　　　　　　　260　　　　30o　　　　300

高木暦　高さ　　　　2-15m　　8-2かrl　　8-18rT1

7il木層　格被率　　　　90%　　　　95%　　　　95%

亜高木層　高さ　　　　　　　　　3-8rT1　　2･〉8m

亜高木層　格頓率　　　　　　　　5%　　　　5%

低木f:高さ　　　　04-2rT.　08-3m　　05-2m

低木層　格被率　　　　4〔仇　　　　25%　　　　30%

草本層　高さ　　　　-04n1　-08rT1　　-05m

ハイイヌツゲ

結果および考察

各調査区における種類組成および群落構造

変化

各々の調査地点について第2回､第3回､

第5回の植生調査結果と今回の調査結果を

較した｡ブナ坂のブナ林､美松坂のオオシ

ピソ群落､ミクリガ池の-イマツ群落にっ

ては第3回調査から特定植物群落に選定さ

たため､第2回の調査結果は存在しない｡

1常楽寺のウラジロガシ群落

富山県の中央部､呉羽丘陵の南部に位置

常楽寺の境内林として保護されてきた群落

ある｡ 1975年(第2回)､ 1986年(第3回

1998年(第5回)と今回の植生調査結果を

2に示したo　高木層はウラジロガシの優占

が低下し､ 1998年からツクバネガシ､オオ

D ら D･S
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クバネガシが識別､同定されたため､これら

の種の優占度が増加したo低木層ではユキバ

タツバキ､ヒサカキなど主要構成種の変化は

無いが､出現種数は1975年で15種だったも

のが今回7種-と減少し､特に落葉樹が減少

していたo　草本層では､調査区周辺の松枯れ

により林床の光環境が明るくなったために､

ベニシダ､ヤブコウジなどの優占度が増加し､

また過去の調査で見られなかったユキバタツ

バキ､ツクバネガシなど高木層や低木層構成

種の稚樹が生育していた｡

今回の調査では林内でカシノナガキクイム

シのウラジロガシやツクバネガシ-の被害が

見られた｡本調査地はカシ類の分布北限付近

に位置するため､今後の群落の動態を引き続

きモニタリングする必要があると思われた｡

2.宮崎鹿島樹叢の天然林

富山県の東端､北アルプスの末端が海に落

ち込む場所に位置し､神社の鎮守の森として

古くから保護されてきた林である｡ 1975年

(第2回)､ 1986年(第3回)､ 1998年(第5

回)､今回の調査結果を表3に示した｡高木層

はスダジイが優占し､落葉広葉樹のイヌシデ

が出現したo !986年の調査から亜高木層が新

しく盲級別され､アカガシ､シロダモ､ヤブツ

バキにより形成されていた｡低木層の主要構

成種に変化は見られなかったが､出現種数が

減少していた｡今回の調査では草本層にタラ

ノキやカラスザンショウなどの先駆性樹種が

多数侵入しており､これは調査区に隣接する

部分に生育していたスダジイを､宮崎灯台の

光路を遮るために2002年に伐採した影響と

考えられた｡

3.美女平のスギ群落

立山の美女平の遊歩道に沿った調査地で､

自生のアシウスギ(タテヤマスギ)の林であ

る0 1978年(第2回)､ 1986年(第3回)､ 1997

午(第5回)､今回の植生調査結果を表4に示

した｡高木層ではアシウスギの優占度は変わ

らないが､過去の調査で亜高木層を形成して

I-~二二二_--

れる0

4.ブナ坂のブナ群落

考えられる個体が生育していた｡
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表3　宮崎鹿島樹叢における群落の種類組成の変化

弟2 LEJ　　｢窮3 La)　　'A5ulJ　　　号L91

19750820　1986091 9　　P9981004　2007070g

大田　　　　大EE]､小路.小路,長井,山下

木内.苗木　山下

80m　　　　61m　　　　　61m　　　　61m

20×20m2　20X2Oryi　20X20m>　20X20mI

N4OE N8OE N 6DE N6OE

25o　　　　380　　　　　381　　　　380

3-25m　　　8一一22m　　　4 -22m　　10,-24m

85%　　　　　95Er1　　　　95%　　　　　9 5㌔

3-8m　　　2-4m　　　3- 10m

5㌔　　　　　20%　　　　　2〔粍

05-3m D8-3m　　02-2m　　08-30m

45%　　　　　70㌔　　　　　70㌔　　　　　60も

～0 5TT1　　-08m　　　～02m　　　～0 8m

調査年月日
調査者

標高
誠査面積
方位
傾斜
高木層　高さ
高木層　格被率
亜高木層　高さ
亜高木屑　穂被率
低木層　高さ
低木層　格被率
草本層　高さ

:T仙■　ユTTs　ユTTs DTB Ts

5･5　　　　5　5

1･1　　　　1･1

育.大原
スダジイ
イヌシテ
タブノキ
7カガシ
シナノキ
フジ

亜音大F:

スダジイ
ウラジロガシ
ヤブツバキ
アカガシ
イヌシテ
ヒサカキ
タフノキ
シログモ

低*T=

アオハダ
ムラサキシキブ
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ミヤマガマズミ
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コシアプラ

イクビカズラ
チマキザサ
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表4　美女平のスギ群落の種類組成の変化

2JZ　　　　　3E7　　　　　5a r EZ

誠査年月日　　　　　19780730　19860909　19970904　20070919

調査者　　　　　　　　大El]　大田､小臥　小臥太田､山下､書EE]

長井､掛摘､山下

木内

棟高くm)　　　　　　1 000TTl　　1 000m lob lOOOm

調査面積　　　　　　20xlOm　20〉く20m　　20X20TT1　20)く20m

方位　　　　　　　　　　S82W N88E SBOW N 70W

傾斜　　　　　　　　　2o Tod Bn　　　　　80

高木層　高さ　　　　　7-16rn　　8-28m　　8-32m　12.-28m

高木層　権被率　　　　80%　　　　60%　　　　60%　　　　以施

亜高木屑　高さ　　　　3-7m　　　3-8m　　　3-8m　　4-12m

亜高木層　格被率　　　　30%　　　　　5%　　　　20%　　　　5〔粍

低木層　高さ　　　　　08-3m　　08-3m　　08-3m　08-40m

低木層　格被率　　　　40%　　　　80%　　　　80%　　　　70%

草本層　高さ　　　　　-08m　　～OBTn　　～08m　　　～08m

主太尾　繕コ帖盈　　　　　40%　　　　20%　　　　20%　　　　70%

種　名　　　　　　　　…　　++D･S ++++D･S++I ~~1両｢~

4･3　　　　　5･5

+

意大層
アシウスギ
ブナ
ウリハダカ工デ
ミズナラ
ホオノキ
ウワミズザクラ

亜古大層
ブナ
ウリハタカエデ
ミズナラ
ウウミズザクラ
ホオノキ
アシウスギ
ムラサキヤシオ
イワガラミ
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表5　フナ坂のフナ群落の種類組成の変化

3凸　　　　　5Z)　　　　r E1

調査年月日　　　　1986Dg09　1g970904　20070919

湖東看　　　　　大乱小路小臥太EEl. LLJ下.吉田
山下

iPl査他　　　　　　1 180m H80Tn I l居om

加重面積　　　　　20 X20m　　20:く20m　15 i 15m

方位　　　　　　　　N5W N5W N5W

使斜　　　　　　　　270

高木層　高さ　　　　3-25TT1　　-32rn　　5-18rn

高木層　権硬率　　　95%　　　　80%　　　　509,

亜古木re　古さ　　　　　　　　　　　　　　　3-5rn

亜高木層　塩地車　　　　　　　　　　　　　　6⊂払

低木層　古さ　　　08-3rTI OB～3rn O8-3m

低木FE　穏破串　　　40㌔　　　　40%　　　　6仇

手本層　高さ　　　　～08rn　　　～08rn　　　-08rn

L'JL

亜7F太Ee

ウワミズサクラ
ハウチワカエデ
ブナ
ウリハダカエデ
ホオノキ
オオカメノキ

低大同
オオカメノキ

チシマザサ
オオバクロモジ
フナ
コシアプラ

ヤマモミジ
ハリギリ

サワフタギ
ウワミズサクラ
ウリハダカエデ
コハウチワカエチ

リヨウプ
ノリウツギ
ヒメアオキ

ヒメモチ
ゴトケゾル
エソアジサイ
エソユズリハ

ツリパナ
マユミ

ホオノキ
ナナカマド

タニケソギ

5･5

十

7_U_i_____________　　　　+

位置し､多雪の影響でショウジョウスゲ群落

やヌマガヤ群落が広く生育しており､その中

に池塘が点在している｡この調査地は1900m

付近の比較的大きな池塘の中とその周囲に4

ヶ所設定されている｡ 1975年(第2回)､ 1986

午(第3回)､ 1997年(第5回)と今回の植

生調査結果を表6に示した｡

A区はヒメホタルイ群落で池塘中の冠水し

たところに生育している｡過去の調査と今回

の結果に種組成の変化は無かった｡ B区は池

塘の西岸部に広がるミヤマイヌノハナヒゲ群

落であるoモウセンゴケの優占度が1975年か

ら1986年の間にやや増加したのに対し､ヤチ

カワズスゲ､ワタスゲなどの消滅が1997年の

調査で確認された｡ C区は池塘の北東岸で､
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表6-1弥陀ケ原の池塘群落A区における種琵組成の変化

界3R　　　　　5R rlコ

調査年月日　　　　　　19860909　19970904　20070905

-着　　　大乱-小㌔苓臥山下LE的

標高　　　　　　　　　1 980m　　1 950rn　　1950m

調査面積　　　　　　1〉く1rTl　　1Xlm 1 xlm

諾　　　　平坦地　平触　平坦地
草本暦　高さ　　　　　　～0.2m　　　-02m　　　-0.3m

葺.木屑　捕袖率　　　　　30%　　　　30b　　　　30%

種　名　　　　　　　　　M　+　D･S M

葦木屑
ヒ幽ルイ　　　　　　　34　　　　33　　　　33

表6-3.弥陀ヶ原の池塘群落C区における捜簸組成の変化

■1回　　　■油]　　M　　　■ Ei]

調査年月日　　　　　　　19750829　19860909　T9970904　20070905

-着　　　　-　大乱小路小㌔㌘･帆細

稚苗　　　　　　　　　　1960m　　1980rn　　1950..1　195h

調査面積　　　　　　　　0.4x lm 0_8X lm 1 xn4m l Xlrn

蕊　　　　　S75W　平地　平馳　糊地

草本層　高さ　　　　　　　-04rn　　-02m　　-Dlrn　　叫小｢

草本層　緬被率　　　　　　90㌧　　　　80ヽ　　　　8D.,　　　80I,

コケ層高さ

㌢言`n　　..,　DT, .Ti　...
草本屑
ミヤマイヌノハナヒゲ

ミヤマワレモコウ

ヌマガヤ

イワショウプ
テンケルマ

イウイチョウ
ヤチカワズスゲ
モウセンゴケ

ヒメホタルイ
ンロバナタテヤマリンドウ

ワタスゲ
キンコウカ
ショウジョウスゲ

テンマザサ

イワカガミ

コケ屠
ウタミズゴケ
キダチミズゴケ

ラピソの分布上限域に位置している｡冬季の

季節風を受ける風衝地であるため､オオシラ

ピソの疎林となっている｡ 1986年(第3回)､

1997年(第5回)と今回の植生調査結果を表

7に示した｡

1986年から1997年の調査の間に､高木層

の植被率が大きく減少し､また1997年から今

回の10年間に植被率の変化は無いが､優占種

のオオシラピソの優占度が低下し､新たにダ

講書年月日　　　　1 975〔1829　　1 9860909　　　1 997【付α

iJ壬看　　　　　　　　大田　　　大田　小路　小指　大EEl

株高　　　　　　　　1 96かn l gBOm　　　　1 950T.1

調書面積　　　　　　03X｢m 1 XO6rn lメ06rTl

方位　　　　　　　　　　N6OW

傾斜
手本層　高さ　　　　　015m一

手本同　権破率　　　　　80㌔

コケ層　高さ　　　　　　～015m

コケ屑　格低率　　　　　20も

1 9860909　　　1 997【付加　　　　21X)

大田　小路　小【格　太EEl　山下　　山下

手本屠
ミヤマイヌノハナt=ゲ

モウセノゴケ
ヌマガヤ
イワシヨウプ

クチャマリンドウ
チノケルマ
ヤチカワズスゲ
コイワカガミ

ナガポノウレモコウ
キンコウカ
ワタスゲ
ミヤマホタルイ
イワイチョウ コケ層 コケsD_十 調�"�

一一日--8-上B.a iPl音大'H乱太臥 �2ﾓR�Fﾆﾂ�

査由大臥小路山下山下､ 

■ 

コケ屠高さ 

草本層 ��

ヌマガヤ+3ー3+ 

ヤチ力ワズスゲ1.2 ワタスゲ+.2 キンコウ力十.2 クロマメノキ+ コケ層 コケsD.十 

ケカンパが侵入していたo亜高木層につ ��(,B�

は1997年以降の植被率が増大しており､ ��+��

ナナカマドの優占度が大きくなっていた 俘"�

木屑の植被率の低下に伴い林内が明るくなつ 

たため､低木層ではチシマザサが1997年

べると優占度が大きくなっていた｡

7.ミクリガ池のハイマツ群落

立山においてハイマツ群落は2200m 1;

の風衝立地に生育しているo　調査区は立山室

2

2

3

+

1

3

3

2

1

1

1

　

　

　

　

3

3

2

1

1

1

+

　

3

+

+

3
1
.
･
十
2
･
｡
㌘
㌶
+

T
:
:
･
･

:
:
:
:
二
･

5

3

1

十

+

+

(

.

)

+

　

+

+

+

冒
+
+
+
　
2
　
+



10 Bul) Bot Card Toyama

表7　美松坂のオオシラビソ群落における種短軸成の変化

第3LEl　　　　第5回　　　　号凶　　　　種　名

調査年月El l9860908　19970827　20070905　　其太震

調査者　　　　　　　大田､小路　小臥太　山下.吉田　　ミツバオウレン

山下　　　　　　　　　　　ツルリンドウ

標高　　　　　　　　　2000m　　　2000m　　　20OOrn　　　ショウジョウバカマ

調査面積　　　　　　20×20rT1　20)(20m　15)り5m　　ミネカエデ

方位　　　　　　　　　　N48W N40W

傾斜　　　　　　　　　　3Do　　　　24o

育~巧｢--MM-一万:言~~~巧Ts-~~｢DTs-~

N20W　　　マイヅルソウ

28'　　　　ヤマソテツ

～10m　　ゴゼンタチバナ

3仇　　　　イワカガミ

ト5m　　　オオシラビソ

高木居　高さ　　　　　7-10rn　　8-12m　　5-1Om　　ゴゼンタ

高木屠　場被革　　　　　50Qb　　　　30㌔　　　　3Dl　　　イワカガ

亜高木屑　高さ　　　　3-7m　　　2-8m　　　2-5m　　　オオシラ

亜高木層　植被車　　　10%　　　　40う｡　　　4飢　　　ツルツゲ

oB～3m　　0 5-2rTT Oji～2rn　　　アオジクスノキ

90%　　　　　75%　　　　90㌔　　　　コイチョウラン

～08m　　　～0 5rTl　　　～0 8m　　　タケシマラン

ク0%　　　　1 5%　　　　1m　　　　オクノカンスゲ

D･S D.S D･S　　　　ナナカマド

ミヤマホツツジ
3･4　　　　3･3　　　　2･2　　　ミヤマカンスゲ

1 ･1　　　ホソバノトウゲシノ

イワナシ
オクヤマザサ

+　　　　　3･3　　　　3･3　　　　7カモノ

1･1　　　2･2　　　1･1　　　シノブカケマ

1 ･1　　　　　　　　　　　　　　　　オオカメノキ

低木JE　高さ

低木眉　植被革
喜本fE　高さ

血上里.一･.
甘7.....･.一･･.

高大居
オオシラビソ
ダケカンバ

市有L太辰

ナナカマド
ミネカエデ
オオシラビソ

低木jE

チシマザサ
オオバス/辛
ミネカエデ
オクヤマザサ
ウロウスゴ
ナナカマド
コヨウラクツツジ

ムラサキヤシオツツジ
オオシラビソ
オオカメノキ

ブタバラン
クロウスゴ

5･5　　　モミジカラマツ

+　　　　ヒメイチゲ

+　　　　ヒメウスノキ

ミヤマメシダ

表8-1ミ9リガ池のハイマツ群落における種類組成の変化

第3 Ei)　　第5匝】　　　今匝】

1 986D908　1 9970827　　2〔0709 1 1

大乱小路小㌔雫乱山下L吉田

2380m　　　　2450m　　　　2450m

5)(10m　　5×10m　　5X H)m

N80W N80VV N 1 OE

l2.　　　　13□　　　　　5g

調査年月日

調査者

横高
調査面積
方位
傾斜　　　　　　　　　　　　12.　　　13□　　　　　5g

低木屑　高さ　　　　　　　o.6-15m　0.4-18m　　～2m

低木層　植被率　　　　　　10飢　　　　95%　　　10的

草本屑　高さ　　　　　　　　-06rn　　　叫4m　　　～03m

ILtf仙`　　oT,　DTs　.Ts
低木屑
ハイマツ

ホンドミヤマネズ

董去屑
ミツバオウレン
ホンドミヤマネズ
コイワカガミ
コハリスゲ

ショウジョウスゲ
ミヤマアキノキリンソウ
ヒゲノガリヤス
ハクサンボウフウ
ショウジョウバカマ
ハクサンイチゲ
ヒロハノコメススキ
ガンコウラン

オーヤマリンドウ
シラネニンジン
ミヤマリンドウ
ミヤマセンキュウ

ウラジロ夕子
ヒメイチゲ
コケモモ

シラタマノキ
ミヤマヒカゲノカズラ
ミネカエデ
ゴゼ二ノ勺手ハナ

5　5　　　　　5　5　　　　　5　5

1 1

3　3　　　　　2　2

1 2　　　　　1 2

十　2　　　　　　+

2　2　　　　　+　2

1 2　　　　　　+

十　2　　　　　　+

十　2　　　　　+　2

+

+

+

表8-2　ミクリガ池のショウジョウスゲ群落における種類組成の変化

3口　　　　　　5】コ　　　　　r l1

講書年月日　　　　　　　　19860g08　19970827　　2007091 I

小Bai.雫臥山下･吉EB

2450m　　　　2450m

2×2m　　　2〉(2m

調査者　　　　　　　　　大乱小路

調査地　　　　　　　　　　　238Dm　　　245Dm　　　2450m

誠全面横　　　　　　　　　　2X2rT1　　2X 2rT1　　2〉(2m

方位　　　　　　　　　　　　　NCOW N紺W N lot

傾斜　　　　　　　　　　　　1 2o　　　　　20　　　　　51

草本屠　高さ　　　　　　　　-04m　　　～03m　　　～03m

草本層　格被率　　　　　　　1〔肌　　　　95%　　　　95%

コケ層高さ

半音･且姓.･.･.･.･.･.lTFl.rT.･.･･舟.･

皇基底
ハクサンイチゲ
ショウジョウスゲ
ヒゲノガリヤス
チングルマ
ミヤマアキノキリンソウ
コハリスゲ

シラネニンジン

オヤマリンドウ
ミヤマリンドウ

ガンコウラン
コケモモ
コメススキ
コイワカガミ

ヒロハノコメススキ

コバイケイソウ

ミヤマヒカゲノカズラ
エソリンドウ

ショウジョウバカマ

ミツバオウレン
タカネスズメノヒエ
ハクサンボウフウ
タテヤマリンドウ

王と圧
ハナゴケ

マキバエイライタイ
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表9　小旗朝日神社のスダジイ辞矧こおける種類組成の変化

2n　　　　　3E】　　　　　5n r P

誠査年月日　　　　19781103　19861002　19981021　20071001

調査者　　　　　大乱小路､大EEl.長井.小路.太EEI LLJ下

長井　　　　木内.高木　山下　長井

r:王　L I

傾斜　　　　　　　　1 50　　　　4On　　　　44凸　　　　33.

高木同　高さ　　　　　t4m～　　　8-24m　12-24rn 10-20TTl

高木同　格被虫　　　　85㌧　　　l∝h TO5　　　　7OS

亜高木屑　青さ　　　8- T4rT1　　3-BTT1　　3- 12m　　3-10m

亜高木屑　格硬率　　　仏　　　　15㌧　　　　60h BOB

低木暦　高さ　　　　2-8m　　08-3rTl　　08-3rn 08-3m

低木同　格故事　　　　2仏　　　　20㌔　　　　401　　　　30%

草本屑　高さ　　　　　05rr1　　　-08m　　　-0 8n1　　-OBTn

..HA■　占?8　DTB　.T,　APs

貢禁　　42芸　喜三　……　……
タブノキ　　　　　　　1 2　　　　22　　　　　+　　　　1 2

エドヒガン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　2　　　　2　2

モチノキ　　　　　　　　　　　　　　　2　2

ヤフツハキ
ソロダモ

ヤプ二ソケイ

王.且五丘
ヤブツバキ
モチノキ

タブノキ
ヒサカキ
ャブ二ソケイ
/ロケモ
スケンイ
ムベ

低大層
ヤプツハキ　　　　　　1･2

スケンイ　　　　　　　1･2

シログモ　　　　　　　　+

ヤダケ　　　　　　　　+

ユズリ/ヽ　　　　　　　　+

アオキ
7ウフキ　　　　　　　　十

ツルグミ　　　　　　　　+

タブノキ
ヒサカキ
モチノキ

ケヤキ　　　　　　　　　十

オオムラサキンキフ　　+
ゴンズイ　　　　　　　　　+

ヤプ二ノケイ
クマノミズキ

堂平のミクリガ池西岸､標高2400m付近に位

置しており､冬季には北西方向から吹く季節

風によって風衝立地となる0 1986年(第3回)､

1997年(第5回)､今回の植生調査結果を表8

に示した｡

低木層では-イマツが一面に広がり､優占

しているのは過去の調査と変わらないが､高

さが1.5mから2m -と成長していた｡ 1986

年に低木層で見られたホンドミヤマネズは､

1997年以降存在しなかった｡草本層は1997

年以前と比べると今回の結果では植被率が

20%と著しく低く､ミツバオウレン､コケモ

モ､シラタマノキなどがまばらにみられるの

みであった｡

-イマツ林と隣接するショウジョウスゲ群

落は1986年(第3回)､ 1997年(第5回)

今回調査されており､表8に結果を示し

草本層の植被率に大きな変化は無いが､

サンイチゲ､ショウジョクスゲ､ヒゲノ

ヤスの優占度が低下したのに対して､ガ

ウラン､チングルマの優占度が増加し､

種がかなり変化していた｡今回の調査で

ケ層で-ナゴケ､マキバェイランタイと

類がみられ､群落自体の乾燥化が進んで

と考えられた｡

8　小境朝日神社のスダジイ群落

氷見の海岸付近に位置する朝日神社の

林である0 1978年(第2回)､ 1986年

回)､ 1998年(第5回)､今回の結果をま

て表9に示したo　高木層はタブノキの枯
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伴って1998年から植被率が低下し､エドヒガ

ンの優占度が増加していたC　亜高木層では

1998年で低木層の構成種であったヒサカキ

とヤブニッケイが成長して加わり､タフソキ

の優占度が増力rルていた｡低木層ではヤブツ

バキ､ヤダケ､スダジィ､アオキの優占度が

増加していたが､種数は11種から5種-減少

していた｡草本層は1998年で見られた先駆性

のタラノキ､クサギなどが出現せず､種数も

26種-と減少していたo一方､ナンテンやシ

ュロなどの栽培権の侵入がみられた｡

類似係数から見た群落の変化

表10に示したとおり､各特定植物群落にお

ける過去30年間の植生類似度は､美女平のス

ギ群落で0181と最も小さく､宮崎鹿島樹叢

のスダジイ林が0.256､ミクリガ池のハイマツ

群落が0279と低い値を示したo　類似係数は

値が小さいほど群落の構成種が大きく変化し

たことを示す｡このうち美女平のタテヤマス

ギ群落では1978年(第2回)から1986年(第

3回)の類似係数が0.396であるが､ 1986年

から1997年(第5回)が0.619､ 1997年から

今回が0.620と高いため(表11)､ 1978年か

ら1986年までの変化が非常に大きいことが

わかる｡

宮崎鹿島樹叢の階層ごとの類似係数を見る

と(表12)､藤高木層で4回の調査結果にお

ける共通積数が0であり､また低木層の共通

椎も3種と少なく､これらが数値を下げてい

る要因と考えられる｡ 1998年から今回の低木

屑の類似係数が0333とそれ以前よりも低く

なっており､前記のように2002年に調査区に

隣接するスダシイの伐採により林内の光環境

が変化したことも構成種の変化に反映してい

ると考えられるし､

ミクリガ池の-イマツ群落の階層ごとの類

似係数を見ると(表13)､低木層の値が0750

であるのに対し､草本層の値は0525と低木

J軌より低く､草本層の構成種が変化している

ことがわかる｡ Wadaeta/ (2005)は日本の6

ヶ所の山岳におけるハイマツの枝の成長と

候の変化について調査し､本州中部に位置

る浄土山､爺ヶ岳､乗鞍岳ではハイマツの

年枝の成長量が過去24年間で増加してい

ことを明らかにし､これが夏の平均気温の

昇と密接に関係していることを示している

今回の調査区でも20年間で約50cmの樹高

長が観察され､浄土山と同様の成長量の増

もハイマツに起きていると考えられる｡し

がって低木層のハイマツの成長が良くなっ

結果､うっ閉した樹冠が形成され､草本層

光環境が悪くなり､またハイマツの落葉に

り草本層の植物の生育が阻害され､植被率

減少し構成種が変化していったと推定され

類似係数が比較的大きな他の群落でも､

落の主要構成種の優占度や植被率に大きな

化が見られたところがあるo　ブナ坂のブナ

落ではブナの枯損が著しく､高木層を形成

ていたブナの大木が枯死し伐採されたため

優占度が小さくなった｡また美松坂のオオ

ラビソ群落はもともとオオシラピソの疎林

あるが､さらに高木層のオオシラピソが減

したo　小島(2002)は立山黒部アルペンル

ト沿いの植生の変化について述べ､アルペ

ルートの開設のほか､近年の温暖化や酸性

の影響によって弥陀ケ原の湿原の乾燥化や

ナやオオシラピソなどの枯死を報告してい

表10　各特定植物群薄における過
去の調査結果との植生類似度

群落　　　　　　QS

常葉寺
宮崎

美女平
ブナ坂

弥陀ヶ原A

弥陀ケ原B
弥陀ケ原C

弥陀ヶ原D

美松坂
ミウリガ池
ハイマツ

ミグ)ガ池
ショウジョウスゲ

小境朝日
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表11美女平のスギ群落における種数と類似係数

1978年1986年1997年　2007年
共通種数　　QS　　共通種敏　QS　共通種彰　QS　　共通種数　QS

1　　　0667

1　　　0 333

13　　　　0531

8　　　　0276

21　　　0 396

2　　　0500　　　　2　　　0 500　　　　1　　0800

1　　0222　　　　2　　　0444　　　　0　　　0000

9　　　0545　　　　7　　　0824　　　　5　　1 151

23　　0676　　　16　　0 542　　　　3　　　0 298

30　　0619　　　22　　0620　　　　8　　　0181

表12　宮崎鹿島樹叢の種数と類似係数

1975年1986年1998年
QS　共通種数　QS　共通種彰　QS　共通種勃　QS

0 308　　　　3　　　0 750　　　　2　　　0 500　　　　2　　　0800

0000　　　　0　　　0000　　　　2　　　0 444　　　　2　　　0444

0 222　　　　9　　　0 500　　　　8　　　0 552　　　　3　　　0333

0243　　　15　　0417　　　19　　0481　　　20　　0526

0 256　　　　26　　　0481　　　30　　　0 541　　　25　　0 526

表13　ミクリガ池のハイマツ群落における種数と類似係数

1986年-2007年　1986年一1997年1997年-2007

共通種数　QS　共通種勃　QS　共通種数　QS
1986年1997年2007年

低木層　　　　2　　1　1　　1　　0 750　　1　0 667　　1　1 000

草本層　　　15　　13　　12　　　7　　　0525　　10　　0714　　　7　　0560

全体　　　　16　　14　　13　　　8　　　0279　　11　0733　　　8　　0593

特に｢ブナ平｣と｢美松下部｣では土壌水分

の低下とともにpHが低下し､土壌の酸性化

が起こってきており､その原因として酸性雨

の影響を示唆している｡また朴木･渡辺(2004)

は酸性雨の分析を行い､酸性雨の原因物質で

ある非海塩惟硫酸イオンや硝酸イオンの濃度

が標高が高いほど低下する傾向があること､

また大陸由来の窒素酸化物の影響があること

も指摘している.このような酸性雨の影響に

よって､本調査地のブナやオオシラピソの生

育に障害を及ぼした可能性が考えられる｡今

回の調査では群落の種矯組成に大きな変化は

見られなかったが､今後林冠構成種の枯死に

よって卜層の植生がどのように変化していく

か調べる必要がある｡

常楽寺のウラジロガシ林では調査地に隣接

するアカマツの松枯れと､近年県内で多大な

影響を及ぼしているカシノナカキクイムシに

よる林冠のウラジロガシ､ツクバネガシ

枯死が群落構造に影響しつつある｡

以しのとおり､限られた場所の調査でE

るが､県内の代表的な植物群落において､

去3 0年間の間に大きく変化している場

あることが今回明らかとなったo　これら

因として近年の地球温暖化の影響は無視

ないものと考えられるo　今後も富山県の

の変化を継続してモニタリングしていく

がある｡

本研究を進めるにあたり､調査でお世

なった富山県立山センターの大沼進所長

有林野内の入林手続きでお世話になった

森林管理署中屋健次管理係長､特定植物

調査について助言をいただいた富山県生

境部自然保護課の富永宣宏課長補佐､田

隆主任､原稿を査読いただいた長井真隆
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にお礼申し上げます｡
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立山自然保護センターで採取した靴底土から発芽した植物

山下寿之1)･吉田めぐみ1)･大沼進ご)

l)富山県中央植物園　〒939-2713　富山市婦中町と轡閃42

｣)富山県立山センター　〒930-1414　中新川郡+I-_山町芦瞬寺

Germinated plants from seeds carried by tourist's shoes into

Mt･ Tateyama, Toyama Prefecture, Central Japan

Toshiyuki Yamashital) ･ Megumi Yoshidal) ･ susumu ohnuma2)

[ )BotanlC Gardens of Toyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-27 i 3, Japan
2)Tateyama Center,

Ashlkuraj I, Tateyama-machl, Nakanilkawa-Gun, Toyama 9301 I 4 1 4, Japan

Abstract: GerrnLnat10n tests Ofthe soil scraped fromthe sole of tourllSt's shoes were

camed out･ The soll was corrected from the doomat kept atthe front of the Tateyama

Nature ConservatlOn Center, Mt･ Tateyama, Toyama Prefecture through August in 2006 to

June ln 2007･ Fl氏een taxa belonglng tOthe ll famllies were recognlZed ln 79 seedllngS

gemllnated from the soll. Thlrteen taXa Of them appear to have been lntrOducedfrorn
outslde of the present area Among them, DigLtarLa adscendens (30) was largest in

seedllng number and D violascens (17) and Plantago asEatt-ca (15) followed lt. It lS

noteworthy that LycopersLCOn eSCulentum (cherry tomato, Solanaceae) and FLCuS SePtLCa

(Moraceae) Were found among them The former may have come from remains Of
tourlSt lunch and the latter has been brought posslbly by tounsts from Taiwan. Even

though only a few of them can survive in the alplne areas in Mt Tateyama at present

because of the low temperature, Some plants may Invade into the present area in the future

especia11y under the global womlng having been reported cu汀ently.

Key words: Invaded plant, Mt Tateyama, seed germinatlOn, Sole soll oftourlStS

富Ifト県､l/-.JLlセンター(以下立山センターと　　る｡このため近年アルペンルートや遊歩

略す)は標高2450mの室堂平(北緯36度34

分､東経137度35分)にある｡室堂平は中部

山岳国立公園の核心部で立山連峰の玄関にあ

たり､立山黒部アルペンルート(以下アルペ

ンルートと略す)が1971年(昭和46年)に

全線開通し､麓から室堂平までケーブルやバ

スで来ることができるため､立山連峰への登

山者や観光客など年間約100万人が訪れてい

線において､セイヨウタンポポ　TatT

oDicTnale Weber､シロツメクサ　TrLf(

repens L ､オオバコPlanlagOaSZattCa Lな

平野部でみられる植物が生育するように

てきた｡立山センターでは｢外来植物除

ニュアル｣ (環境省中部地方環境事務所

2006)などを作成し､ 1997年(平成9年

りアルペンルート沿線の遊歩道沿いに侵

糾;I.
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た外来植物の除去活動をボランティア等によ

る協力を得て実施しているo　さらに2002年

(平成14年)には富山県主催の立山懇談会に

おいて､立山の日然を守るためにどのように

取り組むか話し合われ､入山者の靴底泥の除

去マットの敷設を検討することが確認されて

いる｡それに伴い2003年(平成15年)から

はビジターセンターとしての役割をもつ立山

自然保護センター3階の出入口にマットを設

置し､入館者が靴底についた土を落としてか

らフィールドに出ることを呼びかけ､外来植

物の種子の侵入防止に努めているo

日本国内でこのようなマットの設置は､尾

瀬国立公園ビジターセンターで実施されてい

るほか､長野県八方尾根､滋賀県朽木の森な

どの多くの自然公園で実施されているD　しか

し､どのような種子が実際に入山者によって

持ち込まれているのかを調査された事例は､

瀧野(2004)が尾瀬で実施した報告ぐらいで

ある｡本来このようなマットがどれくらいの

効果があるのか､また捕捉された種子が発芽

した場合､高山植物など-どのように影響す

るのかといった検証がなされるべきであるが､

すでに侵入した外来植物が繁茂しており､そ

の除去活動が先行しているのが現状である｡

本研究は立山自然保護センターにおいて､

2006年8月から2007年6月10日までの間(た

だし2006年11月上旬から2007年4月上旬ま

では閉館)にマットで回収された土のまき出

し発芽試験を予備的に行い､それに含まれて

いる種(･の種類と数を明らかにすることを目

的とした｡

方法

2006年8月以降に11/二山口然保護センター3

階の出入りに設置されているマット(幅

257cmx奥行き121cmx厚さ3cm)に落とされ

た入館者の靴底についた上は､2007年6月10

Hに掃除機で吸い取り(Flg 1)､ビニ-ル袋

に入れておよそ1カ月間冷蔵庫(約5cc)で

Fig. 1. Collectlng the sole soit舟om I

doormat by a cleaner atthe Tateyama Natu

ConseIVation Center.

Flg. 2･ System or山e ge-lnatlOn test

protect丘.om the other dispersed seeds.

保存した｡

この土の撒き出し試験には､育苗バット(I

寸縦32cm､横25cm､深さ7.5cm)に硬貿

玉土を厚さ5cmに敷きならした上に[t,川父し

土を撒き､さらにその上に飛散防止のため

日向土を厚さ05cmに敷いたo　この育苗バ

トをガラス製の水槽(幅60cm､奥行き30cm

深さ30cm)に入れ､外部からの稚タの侵入

防ぐために､寒冷紗(1mmメッシュ)で蓋

した(Fig. 2)o潅水は日向土の表面が乾い

際に随時スプレーし､ 10日に1回程度活力

肥(メネデール) 1000倍液をスプレ-Lf:

このようなセットを2つ作成し､7月10日

ら富山県中央植物園管理研修棟l階の北側
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Tab一e 1 Number of seedllngS germLnated from seeds lnCluded ln SOIL of sole coHected at the Tateyama Nature ConservatIOn C

OptJmum gemllnatJOn temPCratur

( LJterature)

D/ETLa〝a adscendens

D/elta〝a VIO/ascens

P/3ntagO aSIabca

FI災/S SePtlCa

Canex b/epJTanCan)a

CareX pa′℃IHwa vaLr　レ甘nIOdJ

Ca/由mJne Rexuosa

Po/ygonum Gasp/dabm

Oxa/ls co/.nICu/aね

Pod annua ∀ar repLans

BJdens hlmdosa

Euphα血a suplna

Pdea mongdICa

MICrOStegLm WmIJ7eLJm ∀ar Pdystachyum

1_LJLC_OP_e_I'_SEC_0_nLS空地_iV-_一.-________…_____.

Tota1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79

●　　　　　　　●

●　　　　　　　●

30/20 (Matsumura & HlrayOShI

15-20# (Ratclifre 1961)

1 7　(Ho】t 1987)

(Standlfer a WJIson 1 988)

35　(Suglno 良 Ashlda 1973

24-29 (Krueger a Shaner 198

20-30　(SaltOh　2004)

●　Observed En Murcdoudalra

△　Observed at Kohbou

O Poe annua were observed
#　Data for Carobmme A//Tu由

面した窓のある廊下に設置し､試験を開始し

た｡これは屋外に設置した場合に蓋がはずれ

て外部からの種子が侵入する恐れがあること､

南側に設置した場合水槽内が高温になること

による｡水槽内の温度はデジタル温度計(オ

ムロン社製　HC-100T)でモニタリングし､

日中30℃以上にならないように室内空調で

制御した｡

発芽後の芽生えは密度が高くなると枯死す

る可能性が大きくなるので､苗高が5cm以上

になった芽生えは直径6cmのプラスチック

製ポット(用土:赤玉土､肥料:マグアンプ

K)に鉢上げし､夏季の高温を避けるために

栽培冷室(最高28℃､最低22℃で温度制御)

で開花して種の同定が可能になるまで管理し

た｡開花個体は随時さく菓標本にして種類の

同定を行った｡

結果および考察

マットの土から発芽した植物

発芽は試験開始4日目から確認され､約2

カ月後の9月25日にイネ科sp.が確認されて

からは新たな芽生えは見られなかった｡今回

は10月31日までの間に発芽した種類と個体

数をTablelに示す｡全部で15種､ 79個

この期間中に発芽した｡これらのうちも

も発芽数が多かった種類はメ　ヒ

DigL-taria adTCendens (H.B.K) Henryで30 I

以下アキメヒシバDigitart'a violaycens L

個体､オオバコPlantago auatica L. 15個

あったo

あるいは耕作地などで普通に見られる種

あった｡このようないわゆる雑草の種子

般に休眠性がある種類が多く､ 11月以降

な発芽が認められなかったが､さらに今

芽してくる種類もある可能性があるので

苗バットはそのまま放置して様子をみて
一方､発芽数は少なかったが､トマト

わゆるミニトマト) Lvcopersiconesculen

Mill.1個体(Fig.3)､オオバイヌビワ∫

septicaBrum.Fil.3個体(Fig.4)など､県

平野部で自生しているのがみられない外

も含まれていた｡これらのうち､ミニト

は登山客の弁当に入っていたものに由来

と考えられ､オオバイヌビワは沖縄､台

東南アジアに自生することから(山崎1

近年立山に多数訪れる台湾からの観光客

に付着していた土に由来する可能性が大
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Franch.とナガボノコジュズスゲ　cal

parctjTora Boott var. vanE'0tt't'(Liv.) Ohwiが含

Fig. 3. A cherry tomato germinated kom
the sole soil.

Flg･ 4, FECuS SePtt'ca germinated &omthe

sole solI.

と排察されたっトマトの椎{は立山(横畑

20()6)やJE漸(瀧野　2004)でも捕捉されて

いることから､弁､Jうの野菜やフルーツの種子

a)入っているもU)は収り扱いに注意する必要

がある｢

去た､これらの発芽した植物の中には在来

仰U)シ三一ウジョウスケCu′･L,.r blepharzcafPa

れていた｡ナガボノコシュズスゲについて(

これまで室堂平では自生が確認されておら

(吉田ほか　2002)､弘法(標高1620m)

のみ確認されていた(富山県】999)｡これ

2種類の種子が立山由来のものであるかに

いては､遺伝学的な解析が必要であるが､

山以外の地域から持ち込まれたものである

らば､遺伝子汚染が進行する目指巨性がある

侵入種子の発芽条件と定着の可能性

今回の予備実験はどのような種類の種了･

含まれているかを明らかにすることを第---

日的とした｡したがって富山県中央植物園

ある富山市の平野部の気温での種子発芽で

って､標高およそ2,400mの室堂平では植

園よりも約15℃低い気温であり､今回発芽

たすべての種類が立山で発芽できるもので

ないと思われる｡宅堂平の温度は立山黒部

光株式会社が気温の測定を行っており､ 20

年､ 2007年のデータから月平均気温を算出

てTable2に示した｡最暖月(8月)の平均

温はそれぞれ160､ 14.5℃であった｡基堂

の地表温度については､長井(1988)によ

て立山黒部貫光株式会社が1986年からⅠ9

年に測定していたデータを公表されており

その値は気温よりも1-2℃高い値をホし

いたo Lたがって､ 2006年と2007年の地

温度は17-18℃ぐらいになる

そこでこの温度環境とこれまで生育が確認

れていない種類の発芽温度を既存の文献か

調べて､立山-侵入する可能性について検

した｡

発芽数が最も多かったメヒシバの発芽吋

温度は13-45℃で､最適温度は30℃/20℃

変温条件であることが知られており(松村

平吉1960)､発芽率50%に至るまでの日

はかかるが､平均気温14℃でi)発芽可能で

ることが示されている(松尾･窪田1994

したがって､メヒシバは室';,)'-:平でも充分発
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Table 2 Monthly mean alr temperature (Oc) at Murodoudalra in 2006 and 2007

2006　Jan Feb Mar J un Jut Au Oct Nov D eくつ

Tlme

900-1185　-861 -7.17　-日6　670　967 1136 1548 1122　563　-1.03　165

1500　-878　-598　-490　　019　　831 831 12.25　1645　1144　　648　　3.00　-53

-10.32　-730　-604　1)49　　751　899　1181 15.97　1133　　606　149　159

Mav J un JUT Au g Sep Oct Nov

785　11.17　1404　12,61　4.ll 12.64

841 1104　1494　1333　　5.12　-131

813　1111 1449　12.97　　4.62　-1.98

2007　Jan Feb Mar

Time

980　-944　-833　-7.06　-1.54　　312

1580　1515　-4.30　-531　017　　426

Average　-7180　璃･32　-6･19　-0･69　3･69

(Data from Tateyama Kurcbe Kard(ou Co. Ltd )

可能であると思われる｡また､発芽した個体

は短期間で開花･結実することから､室堂平

に一度侵入すると世代交代しながら定着する

可能性があると思われる｡

ツルスズメノカタビラ　Poa annua L γar.

′甲Ians Hausskn.は梓の基部から発根するこ

とで､スズメノカタビラPoaannuaLと区別

され､青木ら(2001)はツルスズメノカタビ

ラには種子に休眠性がないことを報告してい

る｡これまで室堂平ではスズメノカタビラの

出現記録があるが､ツルスズメノカタビラの

記録はなく､今後現地調査によってツルスズ

メノカタビラが侵入しているかを明らかにす

る必要がある｡なお､スズメノカタビラにつ

いては種子発芽の最適温度は10-15℃

(standlfer&Wilson 1988)とされており､室

堂平でも充分発芽可能であると考えられる｡

アシボソMicfWegM VLmLneum Crhn.) A

Camus vat. pobJStaCjm什ranch. et Savt･) Ohwl

については､国内での発芽試験の報告はほと

んどないが､アメリカでは分布を拡大してい

る外来植物として､植物の性質が研究されて

いる(cf. Glbson et a1 2002, MorrlSOn et al

2007)｡その発芽に及ぼす気温については､ほ

とんど調べられておらず今後の課題である｡

アメリカセンダングサBiLknsノbnLbsa L.は

種子の形態から､動物に付着して散布される

ことはよく知られている(中西1994)｡その

種子発芽最適温度は約35℃で､ 20℃以下

発芽できないことが報告されており(杉

芦田1973)､室堂平に種子が侵入しても

リカセンダングサの発芽は難しいものと

られるo

コニシキソウEuphorblaSuPE'ne Rafinの

は15-35℃で発芽可能で､発芽最適温度(

～29℃であることが知られている(Krue

shaner 1982) ｡室堂平でも発芽は可能であ

思われるが､今回の発芽数が少なかった

や室堂平の温度条件から考えると､コニ

ソウの発芽後に定着できる可能性は低い

と思われる｡

カタバミOralLS COmiculata L.は自動散

種子で(中西1994)､その発芽可能温

10-30℃､最適温度は17℃であることが

に知られている(Holt 1987)｡この温度

堂平の8月の平均気温に相当するもので

堂平でも発芽可能であり､一旦侵入する

着できると思われる｡

タネツケバナCayldamt'ne jleruosa With

芽については近縁種のミチタネツケ

cafldamlne hL'YlSule L.について調べられて

(Ratcliffe 1961)､その発芽最適温度は

20℃であるとされている｡タネツケバナ

芽温度がミチタネツケバナとほぼ同じで

と仮定すれば､タネツケバナも室堂平に

て発芽可能である｡しかし､タネツケバ は
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秋に発芽してロゼット葉で越冬する一年生草

本で､室堂平で発芽したとしてもロゼット薬

で6カ月以上積雪の下で個体を維持させるこ

とが可能なのかは不明である｡

トマトに関しては品種によって発芽温度が

異なるが､ボンデローサ系品種では15℃以上

の温度で発芽可能､ 20-30℃で発芽最適温度

であることが知られている(斎藤　2004)｡ト

マトは室堂平でも発芽可能であるが､発芽後

に開花･結実して定着できるかについては不

明である｡

クワ科のオオバイヌビワについては､国内

では沖縄に分布し､アジアの亜熱帯地域に広

く分布する樹木であることから(山崎1989)､

宝堂平で発芽したとしても､その後定着する

可能性は現段階ではきわめて低いと考えられ

る｡

近年の地球温暖化の影響で立山の温度条件

も将来的には上昇すると思われる｡今回種子

の持込が確認されて発芽する可能性が低いと

考えられた種類でも､発芽可能となってさら

に定着できる種類もでてくると考えられる｡

そのような状況になれば､在来の高山植物の

分布にも大きな影響を及ぼすおそれも考えら

れる｡したがって､今後も持ち込まれる種子

のモニタリングを継続する必要がある｡

本研究の実施に当たり､マットの土の回収

に協力していただいた岩河康子氏､室堂平の

気象観測データを提供していただいた立山黒

部貫光株式会社室堂運営所吉友祐介氏､発芽

個体の種類の同定に協力していただいた富山

県中央植物園主任大原隆明氏､さらに原稿を

査読していただいた長井真隆氏に心よりお礼

申し上げる｡
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ll川川】リ111I'lryJl榊)I 1

富山県で野生化したシンジュボシマンネングサ(新称)
Sedum pallt'dum var･ bL'thynL'cum

大原隆明tI･井上さち子2)

1)富山県中央植物園　〒939-2713　富山市婦中町_L轡川42

2)富山県中央植物園友の会植物誌部会　〒939-2713　富山市婦中町卜神目142

A newly naturalized plant, Sedum pallidum var･ bithynl'cLIm

in Toyama Prefecture

Takaaki 0.haraI) & sachiko lnoue2)

1) BotanlC Gardens orToyama,

42 Kamlkutsuwada, Fuchu一machi, Tbyama 939-27 13, Japan

2) survey group for the flora ofToyama, the Frlends of the Botanic Gardens ofToyama･

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-27 13, Japan

Abstract: Sedum pallLdLIm Var･ bTthynLCum, Crassulaceae, was found at the road slde of

Toyama Clty On June 9, 2007 as a new naturalized taxon or Japan･ lt was slmllar to 5'

hLSPamCum ln general morphology, whlCh naturallZed ln Northernand Central part of

Japan, but dlffered from the latter ln havlng 5-merousflowers, rather small of 4-4 5mm

long, and suberect fblllCles･ The taxon seemed to be na山ralized in outside or Tbyama,

because several pictures from Japan have been released on webslteS although belng

incorrectly ldentlfied.

Key words: naturaLIZed plant, Sedum pa/lldum var･ bilhynicum, Toyama, vascular

plant

za喜55igfe葦iggfg;gj聖霊喜き墓fiigg萱喜gigf墓;n葦-望5ngi毒
2007年6月9日に井上が富山市中心市街地

の路傍で開花中の見慣れないマンネングサ属

植物に気づき､新しい帰化植物と考え特徴を

観察した上で採取､標本を作製した｡この植

物は以下のような特徴をもつものであった｡

多年草｡茎は紅色を帯び､基部から多数が

叢生､下部は横臥するが上部は立ち上がり高

さ6-8cm､中部および下部はほとんど無毛だ

が上部には細腺毛が多いo　開花期に無花茎が

あり葉が密生する｡葉は互生､全線で多肉質､

やや円柱状の広線形～線形､長さ4-8mm､

幅15--2…､円頭から鈍頭､やや青白色を
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Fig･1 ･ Sedum pallidum var. bilhynicum at nowering stage ln Toyama City, Toayama Prefectur

(June 9, 2007)･ A･'Plants. B: Flowers and young hIits.

薪は長さ約0.4mm､濃紫色o雌蕊は長さ3.3
-3.8m､心皮は5枚､子房部分はほぼ離生

し長さ1.8-2.3mで立ち上がり､花柱は長

さ約1.5mm｡熟果実は帯赤褐色､心皮は長さ

4-45…で腹面に腺毛があり､縫合部分は

完全に下部まで合着し1本の竜骨状になり､

斜めに立ち上がる｡種子は黒褐色､楕円形～

楕円状卵形､長さ05-0.6…､先端は切形､

縦方向の肋がある｡

これらの特徴はヨーロッパ東南部から小ア

ジアに分布するSedum pallL'dum Bleb.に関す

るWebb (1964)やChamberlain (1972)の記

述によく一致することから､今回富山県で確

認したものは本種と同定したo Chamberlain

(1972)はS. pa//]血mを生活史花と花弁の

聞き方によって2変種に分類しているが､今

回確認したものは上述のように開花期に花が

つかない茎が存在する多年草であり(Fig.

lA)､満開時に花弁がほぼ平関することから

(Flg･ lB) ､そのうちのvar. bEtkynL'cum (Boiss,)

D F.Chamb.に当たると考えられる｡本分類

群は最近の屋上緑化ブームなどのために生

や市販があるため､今回確認されたものは

栽されたものからの野生化である可能性が

いが､周辺ではその栽培は確認できなかっ才

流通時には｢セダム･パリダム｣の名が使

されており和名はまだないようであるが､

述するように富山県以外の地域でも野生化

疑われることから､ここにシンジュボシ

ネングサという新称を与え､報告するこ

した｡シンジュボシは｢真珠星｣の意味

り､白色で先端が鋭尖頭の5枚の花弁か

る花の様子(Fig. 1B)を､本分類群の開花,q

の宵頃に南中し観察しやすくなるおとめ座U

α星･スピカ(日本名:真珠星)になぞらヌ

たものである｡

日本に自生する本属植物では花弁が黄色し

ものがほとんどであり､今回報告するシンシ

ュボシマンネングサのように花弁が白いもU

は薬が広卵形､薄質などの点で明らかに異質

な印象を受けるハコベマンネングサ　j

dJymartOEdes Hance　のみであるが(Ohb.
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のと今回富山県で得られたもの､更には

で得られた標本を比較調査し､その異同

討する必要があるかもしれない｡これら

にも､長野県からもウスユキマンネング

記録されているが(斎藤1997)､その検

2001)､ヨーロッパではシンジュボシマンネン

グサのように葉が多肉質で白い花が咲く種が

多数知られている(Webb1964)｡このうち日

本で野生化が知られているものにヒメホシピ

ジンS dasyphyllum L.とウスユキマンネン

グサS. hispanLCum Lの2種がある｡このう

ち､ヒメホシピジンは中国地方での野生化が

報告されているが(南1985)､これはほとん

どの葉が対生､卵形またはやや円形で上面が

平坦であることや､花弁が長さ3m程度と

小型であるなどの特徴があり(Webb 1964)､

シンジュボシマンネングサとの識別は容易で

ある｡いっぽう､ウスユキマンネングサは概

形がシンジュボシマンネングサとよく似てい

るが､花はほとんどが6数性で結実期に心皮

はほぼ平開し､花弁は5-7mmと大型である

などの特徴があり(Webb 1964, Chamberlain

1972,Hart 1993)､これにより識別が可能であ

る｡ 『日本の帰化植物』 (大場2003)はウスユ

キマンネングサの国内での帰化分布を北海道

および本州(関東以北)としており､ Pl.36に

は北海道苫小牧市で撮影された花および果実

がついた個体の写真が出ているが､これはS.

hispanicum L.のヨーロッパでの文献記述と

よく一致するものである｡しかし､ウスユキ

マンネングサの国内での野生化を初めて報じ

た大場(1981)の記述中では､福島県や群馬

県のものはほとんどが花が5数性であること

を特記している｡脚注では花が5数性でウス

ユキマンネングサに近縁なものとして､今回

報告するS. pallidumがあることを述べてい

るが､ S.pallidumは子房が濃赤紫色になるこ

とから異なると述べている｡今回富山県で確

認したシンジュボシマンネングサの子房は白

色または淡緑色で(Fig. lB)､この脚注にある

S. pa/lt'dumの特徴記述とは一致しない｡ Webb

(1964)もS pallL'dumの子房の色を各種類の

解説文中では暗赤色としているが､検索表中

では淡桃色または白色としており一貫性がな

い｡今後､この福島県や群馬県で得られたも
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全体が無毛である

とならないことで

と識別できる｡

原稿を査読頂いた富山大学理学

岩坪美兼氏にお礼申し上げます｡

県での生育情報を提供頂き本稿で

可下さった大場富士夫氏ならびに

氏に感謝します｡
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ベニシュスランGoo4vel･a maCrantha Maxim･

はラン科の多年草で､草丈3-5cmと小形の

わりに花は良さ2-3cmと植物体に比較して

大型の花をつけ､本州(青森県以南)､四国､

九州と朝鮮半島南部､台湾､中国に分布して

いる(秋ILl･佐宗2001)｡富山県ではこれま

でに上新川郡宇奈月町(現黒部市宇奈月町)

と東砺波郡利賀村(現南砺市利賀村)の2

例だけ報告があり(大田ほか1983)､花が美

しいため観賞用の山野草として採取されたり､

生育地が極めて限定されているなどの理由で､

｢富山県の絶滅のおそれのある野生生物｣ (富

山県生活環境部自然保護課2002)では､絶滅

危倶種に指定されている｡しかしながら､近

め､自生地の地名や標高などの詳細な記

省略した｡
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生育地の概要

ベニシュスランの富山県内における産地

をFlg. 1に示した｡

宇奈月町のベニシュスランについては､膳

菓標本1点が富山市科学博物館(旧富山市科

学文化センター)の標本庫に収められている

(TOYA SO33979)｡記録のあった付近を2007

年9月に調査したところ9個体を確認するこ

とができ､うち1個体は結実していた(Fig.2)｡

生育地はウラジロガシQueycus sallCtna Blume

の優占する常緑樹と落葉樹の混交する林床で､

ウラジロガシなどの落葉の堆積したところに

10mXIOmほどの範囲で見られ､ミヤマウズ

ラGoo4vera schJechtendaliana Rchb.f.十数個

体も同所的に確認された｡一方､利賀村では

標本記録はなく､大田ほか(1983)に記録の

あった場所を踏査したが､発見できなかった｡

今回新たにベニシュスランの分布を確認

したのは旧細入村(現富山市)の1地点で､

宮川沿いにウラジロガシが点在する地域で､

リタ一層の発達した場所である｡確認できた

のは結実した1個体だけで､付近を数十mに

渡って精査したが他個体が見つからなかった

ことから､自殖により結実したものと考えら

れる｡新たに生育を確認した場所と宇奈月町

●

○
■

'･山【】

Flg l･ Locallties of GooLb,era macrantha in

Toyama prefecture. +: Herbarium speclmen

and confirmed in this report. 0: Literature

(Ohta el a/ 1983) but not confimled. I:

New]y foLInd in this survey.

Fig. 2 Habit of GooEb,era macrantha at

Clty (Sep. 13, 2007).

で確認した場所は､川沿いのウラジロ

自生する場所という共通点があった｡

べニシュスランの生育する環境は｢ネ

県植物誌2001｣ (秋山･佐宗2001)にi

麓の水の滴る岩壁､林縁や山頂の尾根

える｣とあり､ ｢とちぎの植物I｣ (森谷

では､ ｢アカマツ林内でその枯れ葉に埋

うに生えているの｣が見つかっている｡

しながら､ ｢千葉県植物誌｣ (能勢2003)

野県植物誌｣ (井上･池上1997)では､

林内の林床に生育するとあり､今回､富

内で自生を確認した2つの場所も小規模

ラジロガシ林の林床であった｡

県内には､広い面積に発達することは

が川沿いにウラジロガシの林が点在して

今回確認した以外でもベニシュスランは

ような場所に生育していると推測され

かし､ほとんどの場所が急峻な崖でア

チが莫臣しく近付けないことや､また､

が小型であることから県下全域の分布

困難である｡

染色体の観察

富山市で得た種子をDong et al. (2005)の

法に従って無菌播種し､実生個体を得た｡

生の根端7本について根端分裂組織を用い

押しつぶし法により染色体を観察した結果

2n-28および2n-29の2つの染色体数が確
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された(Fig. 3)｡観察した実生は播種したも

のを継代する際に､いくつかに分断して植え

ることもあったため､厳密な個体の識別はで

きなかったが､ 1つの根端で観察した細胞で

全て染色体数が同じであったことから､今回

の染色体数の違いは個体による違いと思われ

る｡ Mlduno (1939)､ Mutsuura & Nakahira. (1958)､

Tanaka (1965)､ Tea el al. (1997)ではベニシュス

ランの染色体数を2n-30と報告している｡一

方で､ Sera (1990)はべニシュスランの染色体

数として2n-28､ 29､ 30､ 31､ 32､ 33を確認

し､ B染色体が0-5個存在する2n-28+(0-

5B)であると報告しているo今回富山市の種子

から得た実生の染色体数は､ 2n-28､ 29であ

り(Fig. 3)､染色体数2m-29の個体では分裂

期前期に早期凝縮部が1個観察されるのに対

し､ 2n-28の個体では凝縮部が観察されなか

ったことから(Flg. 3E)､ B染色体を1つ持つ

2n=28+1Bであると考えられるo Sera (1990)

も､広島県福山市で同じ場所から収集した17

個体の中でも染色体数が2n-28+(0-4B)と

一

l
一
/

㌧
√
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IB), and in having cup-shaped calyx wlth ovate lobes being separated from corol

(Fig. 1E). The plants from Kumejima island were similar to Takarajima island in

color (Fig. lC) and calyx shape (Flg. lF), however, they had much smaller Rowers I

others (Fig. lC). Thus, morphological differences were recognized in Japanese A pygnlaea,

however, there is no report on the chromosome morphology･ In the present

cytologICal features ofA. pygmaea of the three IslandswiIl be reported･

y,
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Table I. Localities and chromosome numbers ofAjuga pygmaea studied･

Locallty Number Chromosome　Ⅵ)ucher

of plants number

KoshLkLjLma Islands

ShlmO-koshlkljlma lsL

Satsumasendal Clty, Kagoshlma Pref:

Tokara Islands

TakaraJ】ma lsI

Toshlma V)llage, Kagooshlma Pref

RyuAyu Islands

KumeJlma lsl.

Kume Town, OklnaWa Pref二

1　　　　2n-3 2　　　　KOO50 I

1　　　　2n-32　　　　TA O501

Flg. 1. MorphologlCal differences in Japanese Ajugapygmaea. A & D: Plant from

ShlmO-koshlkiJima Isl., B & E: Takarajlma lsl., C & F: KumeJlma lsl. A, B & C:

Flowers. D, E 皮 F: Calices. ScalebarsindlCate 5 mm forFigs.A, B &C and 1

mm f♭r FlgS. D, E 皮 F, respectively.
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あることが認められたoそこで根端の染色Ij

を観察したところ､ 3島の個体とも染色体要

は2n-32で､共通して中型の染色体2個にす､

随体を持ち､細胞学的な違いは認められなカ

ったo染色体数は台湾産の報告と一一一致したが

付随体については初の報告であるD

(〒939-2713富山県富山市婦中町上轡田4

富山県中央植物園)

兼本　正･志内利明:日本産ヒメキランソウ

の染色体数

ヒメキランソウ(J4juga Pygmaea)は九州

からfr湾の海岸に生育するシソ科キランソウ

届0)多隼生草本である｡富山県中央植物園で

は甑島列島の卜甑島､トカラ列島の宝島､琉

球列砧の久米島から採集した個体を栽培して

いるが､ 2007年にはじめて揃って開花し､ 3

FTLli｢制で花冠の人きさと色､琴の形態に違いが
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中国雲南省楚雄市の常緑広葉樹二次林における
トウツバキ個体群の観察

中田政司l)･王仲朗コ'･魯元学2)･王霜二}･管閑雲ニー

1)富山県中央植物園　〒939-2713富山県富山市婦LL'町上轡ElH2

～'Lい回科学院昆明植物研究所昆明植物園　650204　中rEl雲南省昆明市.r.P-.一能州

An observation of individuals of Camellia reticulata in a secondary

evergreen broad-leaved fわrest in Chuxiong, ⅥJnnan, China

Masashi Nakatal), zhonglang Wang2), Ⅶanxue Luョ), shuang Wang2)

& Kaiyun Guan2)

りBotanic Gardens ofToyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Tbyama 939-27 1 3, Japan
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Hellongtan, Kunmlng, Yunnan, 650204, P･R･Chlna

Abstract: The sIZeS and the spatlal dlStrlbution of lndivlduals of Came//Ea reftcu/ala

(Theaceae) in a secondary evergreen broad-leaved forest (10 × 10m) Were Investigated in

zIXi Mountain (2300m), Chuxiong, Yunnan, China･ Besides C rettcu/ala, the secondary

forest Included Populus bonatii, a declduous tree, as p10neer Plant, and LI'(hocarpu･1

dealbatus, Ternstoroemla gymnanthera and DL'chotomanthe∫ grLSfantaecarpa aS the

elements of subtree layer･ A total of 73 1ndivlduals of Came/lEa rettCu/ata were

recognized ln the study area and they were composed or34 seedlings wlth less than I 9 cm

helght, 14 juvenlles belonglng tO herb layer with 19-50 cm helg帆ll lndlVlduals

belonglng tO Shmb layer wlth 51-150 cm helght and 14 1ndividuals belonglng tO Subtree

layer with 151-700 cm height･ The seedlings and Juveniles tend to locate on the upper

gentle slopes orthe study area, while the indlVlduals belonglng tO Shmb and subtree layers

tend to grow on lower part of the slopeS･ The seedlings andJuVenlles also tend to grow

on outstde of crowns of the C. rellCulata of the upper layers

Key words: Camel/Ea reticu/ata, population structure･ seedling, SPatlal dlStrtbutIOn,

Yunnan camellla

トウツバキ(雲南山茶花)Camellu7　は100を超えて中国の人々に親しまれ1

netlCulata Llndlは中国雲南省や四川省に分布　(中国科学院昆明植物研究所1981)o

するツバキ科の常緑高木で､本種の変異個体　　また雲南省昆明市､楚雄市､大理冊

や近縁椎との自然交雑個体から園芸植物とし　は､樹齢数百年といわれる野牛ドゥツバ

てのトウツバキ群が選抜育種され､品種の数　公園･仏閣に植栽された園芸品種のJ]-*
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多く招けるが､保全の基礎資料となる科学

的な.訓紙はほとんど行なわれておらず､これ

ら0)現地調査とFl-籍づくりが望まれている｡

ノノ､トウツバキは挿し木繁殖が困難で､

J'.=LII.t木とU)間の'#り接ぎによる増殖がもっ

はら才Jなわれているが､過度の接ぎ穂採取に

ょり園芸品種のF:):樹が衰退し､園芸資源の枯

潟が心配されている(LL]国科学院昆明植物研

究所1981)oそのため､従来の接木によらな

い,i:足した大量増殖法の確立が望まれている｡

我々はこのような現状にあるトウツバキの

保令を目的として､ I)トウツバキ古樹のデー

タへ-スづくり､ 2)野生トウツバキの植生と

個体げF構造の解明､ 3)組織培養を応用した大

迫増耕jJ'法の確;/-_､をEj指して共同研究を行

なっている｡2007糾こ楚雄市のトウツバキ白

/H也において調査方法や調査項目の検討を目

的とした1-備調査を行なったが(中田他

2008)､その時に観察されたトウツバキ個体群

の構造と空間分jhJを(.幸針として報告するC

調査地と方法

胡瓜ま2007年2月13円に､中国雲南省楚

雄‥i紫綴目Iの標高2360mの白生地で行ったo

開花小の野′1-_トウツバキを含む常緑広葉樹二

次林(Fig.1)に10×10mのコドラートを設置

し､朋1かこ内o)林分を高木層､亜高木層､低

木JL,1/i､ EL.◆一二本l酎) 1つの区分に分け､各階層に

川現するシダ植物以上の種類をリストアップ

し､ Braun-Blanquetの植物社会学的手法によ

りげ(-度･被度をE=1視によって判定し記録したC

(Fig.2) (,また､コドラート内に生育する全

トウツバキ個体について､その高さを計測し､

位臣'lIを,子己録した｡高さ50cm以上の低木､亜

高木層のトウツ-キについては､地際での幹

lf7二径または胸高直径を計測するととi)に､樹
'jf土U)地卜.投影l叫を簡略化して記録したこトウ

ツ-キ以外の､高木､亜高木層に出現する樹

種について幸)､その位置を記録したC

Fig･ 1･ A secondary evergreen broad-leave

forest in which Came/lta rellCu/ata grows I

chuxiong, Yunnan, China･ The upper hat

woods were studled.

Fig･ 2･ lnsideview of the forest studied･ Th

ground slopedfrom the right (NW) to th
left (SE).

結果および考察

植生

植生調査結果をTable lに/)ミした｡第1 JrL

(樹高5-8m)は常緑樹LlthocafPuS den/but

(Hook.f. et Thoms.) Rehd.演(･J枚

DIChotoma〃theS lrLSla〃JeaCa7Pa Kurz牛筋

が優占し､トウツバキは樹高7mの1本だ:

であったo　下部(樹高3-5m)はトウツバキ;

優占し､これに常緑樹　TemJ/()/～()em/ll

Bymnanthera (Wlght et Arm,) Sprague仙女香
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Table 1 SpecleS COmPOsltlOn Ln a forest ln Which Camellla j･etlCulata grows ln

Chu;{10ng, YurmarL Chlna

Date　　　　　20072 13

Researcher 仙ang Lu. Wang and Nakata

Locallty ZIXI Mountarn Chux10ng. Yunnan ProvFnCe Chlna

Latltude N240　59′　495"

LonRItude EIOIo　25′　098"

Altltude　　　2280m

Area　　　　　10x ICFm

DlreCtlQn S60LI E

200　-40o

Tree layer (-14m hlgh､ 50%)

書△ PopuJus bL,nalII Ea叶横

Subtree layer (～8m hlgh､ 80%)

◇ LLlJ,oL-8,DUE Oea,!balu5 7直石板

CGmelJJ,a ref,･CEJ/ala　雲南山茶花

Te177StDrL7eJ77Ia訂mnLmrht,ra牢改善

□ DICholL7J7IanTJZeS TrlSt孤deLlG/lPa手筋条

CornL/5 JI}aL-rL7Pj7y/Ja採寸:

Shrub layer (-1 5m hlgh､50%)

MyrlCa nanG賛同梅

Came/IIa reTILru血`β　雪面山茶花

DICJZ._lT･_lmanlJ)eS frJSlGnlaeL一叩a半筋集

9erbenSPrulJ7058粉叶｣､襲

Daphne reddeJ l償瑞香

CGmeJ'hH L71elrPr3.1B宗

Va'=Clnlum brH'-lealum南燭

t,/bumum i_,etノ血m

var. LleanL.thL,IdeS　於珠華迷

FTTnSePla UlI,'IL'-　青利美

CephaJJ3lETu9 gln,,nS･5　粗匪

HJPerI'-Um ur亡:!uJ7,,菅神花

JPosa bBnkSIa,,七舌

Eurya sp　給水

MyrsJne arrJ･｡arJa小秩子

Herb layer (～05m hFgh､ 30%)

Came!lIe ref/Cu/ata　雲南山茶花

OpJ710E/OjWn lnT.FrmedluS　紫花粘Fy;r宣

J?ref.5 J77U/lLIJyda　夙尾蕨

BerberlS Prull7058粉叶小緊

Elsh')/{zla rugubsa　野抜手

MyrJCa l78nla額楊梅

伽1ne CrrICana小紋子

DaPJ7J7e hddel演瑞香

/わSa bLmksJae　木香

Dlcholom.mlhe s trJSlanlaeCLgrPuD

Sml-Jax /ant-eIIbJrla　弓甲諜莫

LllJbocarDUS dea/balus輝石株

VIbumum rt?etJdum

War ceanotんフldes　珍珠英迷　+･2

AgerafJna ado/70Pj7TE　紫茎捧呈

伽erICum L/raJum　二巳沖花

a/sJ7DJTzla rugubSa　野抜手

Fh,nsep/a utI,JJs　青利美

CayrStla SP　島薮蕃

The symbols △ ◇ and □ correspond to those appeanng ln Fl藍 5

(モッコク) ､落葉樹Cof･nuS maCrOPhylla Wall.

棟木などが混じっていたo　第3層(低木層)

は植被率約　50%で､ DL'chotomaf71hes

frl'stant'eacalPa Kurzやトウツバキの稚樹のほ

かに坤′n'ca nana Cheval.壌栃梅､ BerberL's

p′ワ"'nosa Franch･粉叶小栗､ Daphne jeddeE

Levl･損瑞香､ mme//La OleEjTera Abel.油茶な

どが/t育していた｡第4層(草木層)は植被率

約30%で､トウツバキの実生や2年生の椎樹

が多く見られ､亜高木･低木層構成樹種の実

生･椎樹の他にOphlopogon E'ntermedEuS

DIDon紫花沿階草､ pteris ml//tzjL-da Poir.凧尾

威､ ど/sho/tzEa nLgl/losa Hemsl.野抜子､ Sml/ar

/ancel-fb/t'a Roxb　馬甲孜葵などの小低木､草

本が生育していた｡

第1層に優占するPopとIlus bonatiE Levl

楊は､山火事や伐採などの跡地に最初に

するパイオニア的樹種とされている(申

学院昆明生態研究所･雲南省農業lX二両委

弁公室1994)C　調査地の本来の臼然植

Caslanopst'SやQueTICuSが優占する標高

るが､近年まで伐採が行なわれたために

樹が侵入し､トウツバキの優占度がll.JT;く

たと思われるo

トウツバキ個体群の構造

Fig. 3は測定した全73個体の樹,･.LJi分

示したものである｡面高木層に突.lj..L

の個体が1本ある以外は4mから10cm

つ
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､一　　　　　一　一　　■

1　　　1 1　　　21　　　31　　　41　　　51　　　61　　　71

IndNlduals

Flg･ 3 I Helght distnbutlOn in a Camellia reticulata population studied in ChuxlOng,

Yunnan, China.

40　-

'''.･予･-A:,Jノ:I/,: '･ :'. ,qJ,C'. I:;, ･憲･･;:iJ. ,(:V,･ I;:,'J ･,iL:, IJ,:,t宣宣

SIZe Class (cm)

Fig 4 SIZe-Class distributlOn ln a Camellta retLCulata population ln Chuxiong, Yunnan,

Chlna･ 1mdlVlduals belonglng tO 0- 1 8 cm class are considered to be cu汀ent SeedllngS

as exampled photograph.
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/とまでほほ連続していたが､樹高3m前後に

ややギヤノフが見られた｡

トウツバキの実生1年目の高さは最大で

18cmに達することが報告されているので(中

田科学院昆明植物研究所1981)､今回観察さ

れた18cm以卜の個体を実生1年目と判断し､

19cmから50cmまでの草本層のもの､および

それ以ヒの個体を50cm間隔で階級分けし､

頻度分イtJ'を示した(Flg. 4)o全個体数の約半数

である34個体が実生1年目の芽生えであり､

2年牛以上二と判断される個体の頻度分布も考

慮すると､このトウツバキ個体群では種子繁

3L)

一一-;-_　_

は40度と下が急になっている｡高さⅠ8(

下の実生個体と19cmから50cmまでU

層の稚樹は､傾斜の緩やかな斜面1--.5即

する傾向が見られた｡

fE書の書暮

● 18071以下

0 19-50cm

Flg･ 5･ Spatial dlStribution of CamellEa retL'culala lndlVlduals ln a Secondary

evergreen broad-leaved forest ln ChuxlOng, Yunnan, China +: Seedlings less I 9

cm height･ o: Juvenile plants with 19-50 cm helght･ Open circles show

proJeCted crowns of C･ rellCulata in the subtree and shrub layers･ Symbols
represent main species in the tree and subtree layers: A; Populus bonattE', ◇;

LL'thocafPuS dealbatus, D ; Dt'chotomanlhes trl'stanlaecafPa･
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ツバキ届の挿+は､重ノJによる-一次散布の

後､アカネズミなどの小形げっ歯類の貯食行

動によって　二次的に散布されることが報告さ

れているが(Abe elal. 2006) ､今回の実生個体

a)分イriも1.某はこれらの散布様式でよく説明す

ることができる｡すなわち､トウツバキの花

は枝ル二fl-=くため､結実した果実からは主に

棉)tf外に種(-が落卜すること､また開花結実

が見られる･u滴木･低木の少ない斜面上部に

車,'ii:/卜個体が見られるのは､ネズミなどによ

る押[一U)移動が行なわれたためと推察されるD
′jZ:r5,9,号に､朋作地では中がくり抜かれたような

食ヲiiU)あるツ-キ属種子が落ちており､ネズ

ミかリスによる摂食行動のあることが裏付け

られた(FI菖. 6)｡

Fig 6･ Fallen seeds of Came/Ila SP assumed

to be eaten by some rodents.

lL:/上U)分仙二は､散布後の発芽･生育に影

幣を及はす水と光の要因を無視することはで

きない) F唱. 5の樹冠投影図からは､斜面上

.:i-ruL'ノ洲｣ス--スがあって光条件が良かった

ために'火′lや稚樹が生育し､密度が高くなっ

たと幸)考えられるが､この凶はトウツバキに

I;liつて描いたものなので､実際には他の常緑

広射封に上る樹陰が存在するD今回の調査は

Ir州｣が限られていたため､種類ごとに樹冠を

描くことができなかった｡また調査時は乾期

a)冬に､■'iたり､ LL.-L本層の植生が貧弱で夏緑性

-=≡一一-

Abe, H., Matsukl. R., Ueno, S., NashlmOtO,

&　Hasegawa, M. 2006. DISperSal
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東京

中国科学院昆明生態研究所･雲南省農業

委員会弁公室(編). 1994.雲南植被
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Comparisons of response for plant growth regulators in

tissue culture ofBegonia native to Yunnan, China

ToshinariGodol), Yuanxue Lu2), Jingxiu Liz) & Kaiyun GuanZ)

H BotanlC Gardens of Toyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machl, Toyama 939-27 13, Japan
n Kunmlng BotanlC Garden･ Kunmlng lnstltute OfBotany'Chinese Academy of SclenCeS,

Hellongtan, Yunnan 650204, Chlna

Abstract: Four species of Begonla, B cathayana (sect･ P/叫ノCentrum), B. he′耶/e_Va'7a

(sect･ Pl吟,Centrum), B longtalata (sect･ P/ao,centrum) and B. pseudodlつ,adis (sect.

Coe/ocentrum) native to Yunnan were examined for response in tlSSue Culture. ln vl'tr''

plants of these BegonE'a species malntalned on 1/2 MS (Murashlge & Skoog 1962)
medlum (halfstrength of MS mlneral salts,full strength of MS organic constltuentS, 20 g/l

sucrose and 2 g/I gellan gum) wlthout any plant growth regulators were used in thlS Study.

Leaf(ca 1 cm三) and petlOle (ca･ l cm long) explants were placed on MS medlum (30 g/1

sucrose and 2 g/I gellan gum) supplemented wlth severa一 concentration and comblnation

of plant growth regulators, BA, NAA, tidiazuron or plCrOlam･ Then these cultures were

kept at 25土20C under 16 h at dim llght condltion (1 pmol m~2 S-L). The results of the

present study showed comblnatlOnS Of BA and NAA were effectlVe for shoot regeneration
of sect･ Plao,centrum belonglng SpeCleSand comblnations of tldlaZurOn and picrolam

were effectlVe for callus induction Ofall species used lnthlS Study, however dlfrerences of

response were recognlZed among the specleS.

Key words: Begonla, Plant growth regulator, tlSSue Culture, Yunnan Province

The genus BegonEa L (family Begoniaceae) has more than 1400 SpecleS (Smith e `J/.
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These plants were malntained on 1/2 MS (Murashige & Skoog 1962) medlum

strength of MS mineral salts, full strength of MS organlC COnStituents, 20 g/1 sucrose

g/I gellan gum) wlthout any plant growth regulators under a 16-h photoperiod (40

m一三S~l) at 25士2oC Leaf(ca. 1 cm2) and petiole (ca. 1 cm long) explants prepared from

vL'(ro plants were placed on MS medium (30　g/1 sucrose and 2　g/I gellan

supplemented with several concentration and comblnatlOn Of plant growth regulato

61benzylamlnOPurlne (BA; 2 mg/I), α-naphthalenacetic acid (NAA; 0.5 or 2 mg/

tldiazuron (TDZ; 0･l or O･2 mg/I) Or pICrOlam (1 or 2 mg/1). Then these cultures were ke

at 25士20C under dim Iight condition ( 1叩01 m~コS~1), The pH ofall culture medium used
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this study was adjusted to　5.8　before

autoclavlng. Data were recorded after two

months orculture.

ThefrequencleS Of shoot regeneration and

caHus formation after 2　months of culture

were shown ln Table l･ On the plant growth

regulator free medlum, direct shoot

regeneratlOn from explants were observed in

B hems/eyana, B. cathavana and B.

I()ngi`f/ala Especlally all explants of B･

hemLy/evana induced shoots irrespectlVe leaf

or petiole, however leaf was inferior to

petlOle fわr shoot regeneration or other two

species, B calhayana (0 and　70　%,

respectively) and B. /ongta/ala (40　and

100 %, respectively), on the medlum. On the

other hands, all explants of B. pseudodrvadLS

cu一tured on the same medlum Were山med

brown and dled. Callus formation Was not

recognized in all species cultured on the

medium.

On the medium adding both of BA and

NAA, explants of B. pseudodfγadts were

tuned brown and result in only 30 and

be一ow % of explants induced shoots (Fig.

2A), Callus were induced ca. 30 % of leaf

and　90　%　of petlOle explants of　β

pseudodfyadL'S, however subsequently these

callus turned brown and died. Whereas B.

hemsleyana, BI Calhayana and B. /ongz'alata

showed high shoot regeneration frequency

(more than 75 %) i汀eSpeCtive leaf or petiole

(Table 1, Flg1 2A)･ Nakano et al. (1999) also

reported that no significant difference in

adventltious shoot regeneration on the

medium adding both BA and NAA between

Ieaf andpetiole explants of B luberhybrL･da･

Combinations of BA and NAA were effective

Flg･ 2･ Responses orexplant tissue a

for shoot regeneration of begonlaS used in

this study except for B･ pseudodfγadis･ Regenerated shoots ofall species were transferrもd
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T`lbl亡1 1HrLlCl OrPl.ult growth regulators OTI Shoot regeneratlOn and callus ronllallon oH1our Beg()nJL'

spLlCleS nallヽ'e tO Yullllall. Chma

I'lLlnt grOl､ Ill

rcRuhl()rs (mg

i cltl7tll,a77EJ hemslevlmlJ　　　/017gt(llalu 1)～ ∽〟/,)(/n lJCll t

r･7(Tllant Sh亡やtJ■　ぐallus Shoot Calllb Shco†　Cauu､　S】-NT nlntLh

l eLRellerLLtlL,n lbmlahLITt fegeneratlOn forrllatlOn regenerutlOrl iorlllatlOn reきe】lerLltlL,rl 紘.r]llatl(､11

Lear　　　0　　　　0　　　1 00　　　　0　　　　4O O

PetlOlt;　　7()　　　0　　　1 0 0　　　()　　1 ()0　　　()

Leaf 1 0()　　　0　　　100　　　　0　　　1 00 0

PctlOle　] ()0　　　　0　　　　9(〕　　　0　　　] ()()　　()

Leaf　　()O O loo CI　　　83 3　　　()

Petlok 1()0　　　0　　　767　　67　　_95__　__9

O

B12 1 N＼＼05

li,12　-Nl12

ll)/01IplLll

rr)/A()2 l r)1L:2

0　　　　　0

_O_　　　()

2()　　　3 ()

10　　　99

1り　　　　35

1()　　　90

Leaf'　　0　　　1 ()0　　　0　　　1 0()　　　0　　　1 0()　　　0　　　6() 7

Pello]e　　()　　　lOO 0 IOCI　　　()　　　57 7　　　　0　　　　66 7

TJCar C-　　　　90　　　　0　　　1 00　　　()　　　1 0()　　()　　　45

et10)e O loo 0 IOU　　　65 7　　　34 7　　　()　　()() 7

Pt=rCCTltagu7･ rCPrCSCnt mean Or 10150 explarltS per treatment Data were counted after 2 months ol cu】turC

a ) sh()ots wele regenerated dlreCtlヽ mom explantS and ヽ･ta callus

b) callus lllthout shook

to fresh 1/2 MS medium without any plant growth regulators lnglass bottles and ke

under the same culture condition for rooting and future growth (Fig. 3A-C). Then root

plantlets except for B pseudodfWdL's were planted in 96 hole tray with vemiculite a

&
J/I.･テ

B

r葦デー-
h ELl蛋≡弓

Flg　3･ Plantlets regenerated from tissue Of Beg()nl'a. A) B. catha)/･alla (sect.

PIalyce〝lJ-lIm) plantlet before acclimatization, B) B. hems/eyana (sect, P/af_t･centrlJ/n)

plantlet before accllmatlZation, C) B pseudodfyadL.～ (sect C''elncefllJ･um) planttet

before accllmatlZatlOn, D) 8. cathaJ and plantlets after accllmatizatlOn



45MilrCh 2り()H Godo L･T ll/ TISSue CuLture ore(,g("71(I

might be that these differences caused by genetic dlfference, because

pselld')drvC'dI-s IS belonglng tO Sect. Coelocenlrum･ and other species are belonglng t.

P/atvcenlrllm･ Shoot regeneration systems ofbegonlaS have already been reported by

researchers (Fonnesbech 1974, Takayama & Misawa 1981, Zhuang ef a/･ 1985,

1985, SlmmOnds & Werry 1987, Pierik & Tetteroo 1987, Simmonds & Nelson

Simmonds 1989, Nakano et a/. 1999). Therefore it was thlnking directly shoot regene

from tissue is comparatively easy on genus BegonLa･ However there is the spec

difficulty with tissue culture llke B･ pseudodyyadisI Establishment of plant regen

systems from tlSSue Or Callus IS Very Important for not only propagation, but also m

breeding and genetlC tranSformatlOn. Actually, mutatlOn breeding (Roest et a/ 19さ

AgrobaclerlLlm-mediated transformation (Kiyokawa et a/ 1 996) uslng plant re

system were reported.

神戸敏成L)･魯元学ユ)･李景秀コ'.管開　　NAAはPlao,centT･um節のシュート形

雲2)中国雲南省産ベゴニアの組織培養に　　巣が認められた0　-･方､チジアズロ

おける植物成長調整物質の影響の比較　　　　クロラム　は全種のカルス誘導C

中IT:_j雲南'rTtに自生する4種のベゴニア(B.　められたが､種間において反応の違い

cathayu′机B hem19/eya〝a､ B longtalata (以　　められた｡

L p/ul.V｡entrum　節) I B pseudodfT,adES　()-〒939-2713富山県乱｣1,T･一婦L叩丁上

(cl'e/ore/11rlun節)の菓片､葉柄を外殖体と　　42　富山県中央植物園･コ)650204中国

する組織培養において､植物成長調整物質　　省昆明市黒龍滞　中国科学院昆明植物

BA､ NAA､チジアズロン､ビクロラム　の　　所昆明植物園)

成長にお上はす影響を比較した｡ BA　と

効
ピ
誰

∴
∵
∴
形

口

効

卜
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'.m]l柑IF'k帥物側研笥糾1I.

富山県フロラ資料(12)

大原隆明･中央植物園友の会植物誌部会･山下寿之

富‥｣県中央植物園　〒939-2713　富山市婦中町上轡凹42

Materials fbr血e Flora orTbyama (12)

Takaaki Oohara , Survey group forthe fLora ofToyama,

Thefriends of the Botanic Gardens ofToyama & Toshiyuki Yamashita

BotanlC Gardens of Toyama,

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-27 13Japan

Abstract: ThroughOur recent Geld and herbarium surveys, 6 taxa are newly recorded as
members of the nora of Toyama Prefecture. They are EfySLmum Chet'rafllhoLdes, Hovem'a

tomentella, RhododendfVn SemLbarbatum, mburnum wrtghtLZ'var･ Sllpe//atum, Ixeris

polycepha/a and FlJPOChaerES glabra･ Additional localltleS in Toyama Prefecture are

reported for VexEllablumjissum, whlCh have been known付om only one locality, Current

survIVal lS reported for IIabenaria saglttEfera after an Interval of 23 years･ 1n ToyaT
Prefecture･ Atl speclmenS Clted lnthis paper are preserved in the herbanum of BotanlC

Gardens ofToyama (TYM),the herbanumofToyama Science Museum (TOYA).

Key words: flora, new localities, new records, Toyama, vascular plants

今回､富山県新記録として報告する6分類

群は､いずれも富山県における生育の記録が

『富山県植物誌』 (大田ほか1983)などの文

献に挙げられていないものである｡このうち

のケケンポナシHovent'a lomentella (Makino)

Nakal eX HondaはケンポナシH. dulcts TTLumb.

と､オオミヤマガマズミ　T7bumum wrightE't'

Miq･ γar. stt'pellatlLm Nakalはミヤマガマズミ

V wrzghttL γar. WrLghtEL'とそれぞれ同定された

標本が富山市科学博物館標本庫(TOYA)に

も収蔵されていたo
一方､富山県稀産分類群として報告する2

分類群のうち､オオハクウンラン　VerE/labtum

jissum F. Maek.はこれまでに県内では生育地

が1箇所しか知られておらず『富山県の絶滅

芸. ;≡;･二三
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1　富山県新記録分類群

1-1.エゾスズシロ　ErysLmum Chelrantho-

ldesL.アブラナ科

富山県南砺市北西部に位置する桜ヶ池東岸

の遊歩道沿いで水上成雄氏が生育を確認し､

標本を作製した(Fig. 1)｡この標本は高さ

70cm程度の茎が直立するものであったが

(Fig. 1A)､茎に2-3分岐する短毛が散生す

ることや､薬は細い楕円状披針形で鋸歯が目
Iltたない､花柄は細く開花期には5-6mmと

知いが登熟期には12mm程度まで伸びて聞出

する(Fig. lB)､花弁は黄色で長さ3.3-3.5m

と小型である､花柱は登熟期でも長さ0.3-

05mmときわめて短い(F唱.lB)といった特

徴がBall ( 1964)などのErysL'mum cheiranthoTdes

のJ己述とよく一致することを確認し､本種と

lrll志した0本種は北半球の温帯に広く分布し､

北海道北部のものは在来種として扱われる場

介もあるが(中井2003)､本州のものは一般

に帰化と考えられている｡今回確認された場

所はヤマハギやモミジイチゴなどが同所的に

4:_育するやや自然度の高い林縁部分であった

が､イタチ-ギなどの外来種も多く見られた

ことから帰化晶と考えるのが妥当であろうo

『緊急に保護を要する動植物の種の選定調査

のための植物都道府県別分担表』((財)日本野

/I-_/ト物研究センター1992)には､北海道､本

州および四国での生育が記されているが､富

‥ Iリノ,･の近隣地域でも新潟県(池上･石沢1990)

および長野県(斉藤1997)から報告されてい

る(, I,F訓傾中央植物園標本庫や富山市科学博

物frtl･.'標本庫には本種と同定される標本は収蔵

されていなかった｡

.-lI拠標本.南砺市立野原桜ヶ池東岸の遊歩

道200m,水上二成雄,200756 (TYM17893).

1-2.　ケケンポナシ　HovenLa tOmentella

(MaklnO)NakaleXHonda　クロウメモドキ科

2007年7月22日に高岡市福岡町五位で行

われた富山県中央植物園友の会植物誌部会

(以卜植物誌部会と略)の定例調査会時に､ BE5gEeB蓋gggigE萱萱Eggig墓
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ケンポナシの生育があるように示されている

が､福島県以外ではその後の各県の植物誌や

標本目録頬にはケケンンポナシは取り上げら

れていない(細井1994､宮城植物友の会･宮

城県植物誌編纂委員会2000､伊藤1998)｡こ

れらの北方および冷涼な地域のケケンポナシ

の記録は､長谷川(2003)が神奈川県の場合

で指摘しているようにケンポナシの葉が有毛

であるタイプのものを誤認した可能性が高い｡

富山県の近隣地域では福井県(渡辺2003)､

石川県(里見1983､小牧1987､里見･小牧

1987､石川県地域植物研究会1994)､岐阜県

(岐阜県高等学校生物教育研究会1996) ､長

野県(馬場1997)に記録があるが､新潟県で

の記録は見当たらない｡このことから今回富

山県で確認された生育地は本種の日本海側に

おける分布の東北限にあたると考えられるo

なお､秋の調査時には夏に花を採集した個体

以外にも沢沿いに多数の個体があることを確

認しており､大規模な森林の伐採などが行わ

れない限りは絶滅の危険性は低いと考えられ

る｡

証拠標本:高岡市福岡町五位　とやまふくお

か家族旅行村250m,荒川知代, 2007.7.22

(TYM17895) ;粟島紀子, 2007.7.22

(TYM17896) ;大原隆明, 2007.7.22

(TYM17897) ;三箇昭子, 20077.22

(TYM17898) ;三箇紀昭, 2007.7.22

(TYM17899) ;大原隆明. 2007.9.9

(TYMO17900) ;五位ダム200m,太田道人

1989.9.2 (TOYA22177) ; 220m,大原隆明.

2007.9.9 (TYM17901) .

1-3.　バイ　カ　ツツジ　　Rhododendron

semtbarbatum Maxlm.ツツジ科

本稿でとりあげる個体は､2005年に当園の

自′f:_地採集事業によって富山県南砺市で採集､

園内の屋外展示園部分に植栽されたものであ

るL〕この植物は開花以前から､葉が楕円形で

先端に短い腺状の突起があることや葉柄に長

い腺毛が密生するなどの特徴(FI菖.3A)から fS萎egg;芸iggsgg;喜gsSg至Sit
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地の具体的な地名を挙げることは差し控えた

い｡なお､今回報告する個体を採集した生育

地は道路工事によって失われてはいるが､工

事が行われたのは限られた部分のみであるこ

とから､その周辺にはまだ現存している可能

性が高いと推測される0　本種は『富山県の絶

滅のおそれのある野生生物(レッドデータブ

ックとや圭)』では発行時点で県内での生育が

知られていなかったために取り上げられてい

ない｡近隣県での生育状況などから判断する

限りでは県内の産地は局限されており､個体

数も多くないことが予想され､今後は富山県

版カテゴリーの希少種(NT相当)以上のラ

ンクに扱うのが妥当であると考えられる｡今

後県西部の内陸部を中心に探査を行い､分布

の実体を明らかにする必要がある｡

証拠標本:南砺市650m (富山県中央植物

園に移植栽培したもの) ,山下寿之･大原隆

明, 2007.6 7 (TYM17903)

1-4.　オオミヤマガマズミ　Vfbumum

wrtghtil Mlq. Var. Sttpellatum Nakal　スイカズ

ラ科

2007年に久保広7-氏から当園に寄贈され

た標本中に､富山県内でも広く生育するミヤ

マガマズミnbumum wnghtLt'Mlq. Var. Wrightu'

に似るが幾分異なった印象を受ける富山市

有峰産のガマズミ属標本が含まれていた｡こ

の標木の葉(Fig.4)は､概形は広卵形または

広い倒卵形､大型で質が薄く､先端は急に細

くなり明らかな尾状になる､葉縁の鋸歯は先

端が鋭く尖り片側あたり　20-22個と多いな

どの特徴があり(Flg.4A)､表面には長さ0.2

-03mm程度の短毛が生えるという特徴も観

察されたことから(Flg.4B)､この標本を狭義

のミヤマガマズミとは変種関係にあるとさ

れるオオミヤマガマズミ　V wrtghlt't'var.

stLPe/latl'm Nakalと同定した｡ 『富山県植物

誌』などの本県のフロラを扱った文献には本

分類群は取り　しげられておらず､富山県中央

植物鵬標本庫や),LinlJ市科学博物館標本庫に
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る限りでは､オオミヤマガマズミの産地は高

標高地であるという以外には偏りはなく､太

平洋側要素があまりみられない北アルプス

地域前衛の山域にも/))布がある｡これらのこ

とから､オオミヤマカマズミは太平洋側要素

であるというよりは､ブナ林を構成する要素

と考えるのが妥当ではないかと思われるo　富

11｣県の近隣地域では上述の福井県(渡辺

2003,福井県植物研究会1999)のほか､長

野県(渡辺･清水1997)に記録があり､富山

市科学博物館に飛騨rff産の標本(TOYA22849

元同定:ミヤマガマズミ)が収蔵されている

ことから岐阜県にも産することは確実であ

る｡石川県や新潟県での記録は見当たらない

が､それぞれが隣接する全県には分布がある

ことから､おそらく意識されていないだけで

実際にはブナ帯に生育地があると推測され

る｡なお､北村･村田(1991)は本分類群を

狭義のミヤマガマズミとガマズミVdL'latatum

Thumb.の雑種と推定しているが､少なくとも

本県ではオオミヤマガマズミが分布する高

標高地にはガマズミは分布しないことや､狭

義のミヤマガマズミやガマズミの菓先はオ

オミヤマガマズミのように明らかな尾状と

はならないことから､この説は受け入れがた

いように思われる｡

証拠標本:黒部市僧ヶ岳(原記録:宇奈月

町僧ヶ岳) 1000m,大田弘, 1960.6.28

(TOYA49388) ;黒部市宇奈月～僧ヶ岳(原記

蘇:宇奈月～僧ヶ岳) 600m,長井真隆,

1956.8.3 (TOYA13442) ;中新川郡上市町早月

松尾平,進野久五郎, 1957.6.16 (TOYA4174) ;

中新川郡立山町芦瞬寺藤橋(原記録:立山町

藤橋) ,進野久五郎, 1947.7- (TOYA1302,

1303) ;富山市奥黒部ヒュッテ下流(原記録:

大山町奥黒部ヒュッテ下流) 1500m,太田道

人1989.9.19 (TOYA22612) ;富山市有峰冷夕

谷付近の有峰湖畔1100m,久保広子,

2006.10.Ⅰ4 (TYM17904) ;富山市有峰～大田

和峠(原記録:大山町有峰～大田和峠) 1250

5】

二二I----- --"_
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i).I,-で確認された場I軒では100を超えるかなり

U)個体が′L育していたが､富山県全体に生育

しているブタナと同様に今後分布を拡大する

かどうか注視する必要がある｡

証拠標本　射水市海竜新町新湊マリーナ

1m.木内静子, 2007.5.22 (TYM17906) ,高木

人.1.~ 2007.6.2 (TYM17907) .

ト6　ノ二ガナlxerLSPOIycephalaCass.キ

ク科

.1川｣市八尾町で植物誌部会員の中村安が生

育を確認し､標本を作製した(Fig. 6)o今回

子'.与られたものは　一見したところ県内でも普通

に比られるhTJ属のニガナ(広義) IxelLS dentata

(Thumb.) Nakaiにやや似たものであったが､

根日射ま線形で長さ8-22cm､幅4-9TTImと

糸lf)l<く数が多いことや､茎の｢f増巧につく葉の

)LL-.lL;riは'^-じり状に茎を抱くこと(Fig, 6A) ､

頭化はやや散形状につくこと(Fig.6B)など

の柑敦を確認し､本種と同定した｡富山県中

央植物槻標本庫や富山市科学博物館標本庫に

は本椎と同定された県内産の標本はなく､ニ

ガナ鵬の標本中にも本種と同定されるものは

(,T去れていなかったo Yahara (1995)は本種

a)il目八分jl;を本州､四国､九州､琉球として

おり､本リr){の近隣地域でも福井県(渡辺2003) ､

新路W.]< (池L.石沢1984)､岐阜県(岐阜県

rL.i.i;等′7:校/I:.物教育研究会1996,久保田1987) ､

fi･野県(桟野1997)に記録があるC本種は『環

境庁レットテ一夕ブック2000』や2007年8

JHこ改定された環境省のレッドデータリスト

ではIJiり卜げられていないが､神奈川県(勝

LIJはか2006)で絶滅(Ex)､京都府(京都府

JE7:[叫菜瓜■引;環境企画課2002)で絶滅絶滅寸前

椎とされているのをはじめとして､ 12府県版

a)レッドデータブックで絶滅の恐れのある植

物として扱われている｡富山県の近隣地域で

も新制LE.ll (新株!)県環境生活部環境企画課

2001)および福｣ト県(福井県自然環境部自然

lhi･.穫課2004)で絶滅危倶TI類(vU)として

リストアノフされている｡今回本種の生育を
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30395 ,いずれも『富山県植物誌』に挙げられ

たT#.地とは興なる場所)および小矢部和の1

筒所で採集された標本(TOYAIO411)が収蔵

されていたこ'll;rLlj県中央植物園標本庫には県

内で採集されたミストンボの標本は収蔵され

ていなかった｡『富山県の絶滅のおそれのある

野′1三′1-1物(レッドデータブックとやま)』では

本種は絶滅危倶稀(CR+ENに相当)として

リストアップされており､上述の場所が生育

地として挙げられているが｢いずれも現存す

るかどうか明らかでない｣と記述されている｡

なお､ 『氷見t~Tl一史』 (中川1999)中では1984

年の氷見市での確認例が扱われており､これ

が富山県内における本種の最近の生育確認記

録と考えられる｡このため､今回の発見によ

り　23年ぶりに県内に現存することが確認さ

れたこととなるo　現地はヨシやツリガネニン

ジンなどが生育する湿った高茎草原で､本種

はその中に半ば埋もれるように生育していた｡

開花中のものと末開花のものをそれぞれ数個

体ずつ確誰したが､開花個体を証拠標本とす

るr矧二はFI部の柴を残すよう留意した0　本種

は『環境庁レッドデータブック2000』および

2007年8月に改定された環境省のレッドデー

タリストでは絶滅危慎II類(VU)とされてお

り､北海道から宮崎県に至る37都道府県での

記録が上げられているが､このうち東京都お

よび富山県では絶滅という扱いになっている｡

富山県で絶滅とされたのは上述のように近年

の確実な生育記録がなかったためと考えられ

るが､今回の調査により現存が明らかになっ

たため変更される必要がある｡また､生育記

録のある37都道府県のうちレッドデータブ

ックが末発行となっている奈良県以外の全県

で､本種は絶滅の恐れのある植物としてリス

トアップされており､富山県の近隣地域では

福井県(福井県自然環境部自然保護課2004) ､

石川県(石川県環境安全部自然保護課2000) ､

新潟県(新潟県環境生活部環境企画課2001)

および岐阜県(岐阜県健康福祉環境部自然環



Bull Bot Card Toyama

のオオハクウンランVPssumとする説(北

村･村田1994,井L二･池上1997)や､朝鮮

半島および本州､四国､九州のものをハクウ

ンラン　Vnakaianum ､伊豆諸島のもののみを

オオ-クウンランVPssumとする説(前川

1980,阻見1982)､これら2種をヤクシマヒ

メ　アリドオシラ　ン　V yakusht'mense

(Yamamoto) F. Maek.と同　一分類群とする説

(大井1983)がある｡今回富山県で見出され

たものは李(1996)が朝鮮半島産の　V

nakatanum　として写真を掲載している植物と

はかなり異なった印象を受ける｡したがって

今lL･]のところは北村･村田(1994)らの見解

に従い､オオハクウンランVjissumとして報

告しておくG　なお､伊豆諸島産のもののみを

オオハクウンランとして扱っている里見

(1982)の検索表では､ -クウンランの菓長

を3-7mm､オオ-クウンランの葉長を9-

Ⅰ3mmと示しているが､今回富山県で確認さ

れたものの菓良は7-9.2mと両者の中間的 ig!rgfg嚢fgiii華夏至;Ii;碧eii

Fig 1 EyyLYlmum CheIrantholdes collected in Nanto Clty, Toyama Prefecture (TYM I 7893)

A: Plant. Scale indlCateS 5cm. B: FmltS. Scale lndlCateS 5mm.
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:′･.

Flg. 2. flovenla tOmentella collected in Takaoka City, Toyama Prefecture A: Plant (TYM1 7

scale indicates 5cm. B: Serratures of a leaf margin(TYM17896)･ Scale indicates 5

C: Flowers (TYM17897) Scale indicates 3mn. D: Fruits (TYM17900)･ Scale lndi
5mm.
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Fig 3･ Rh()dL)dendrlOn Semlbarbatum collected in Nanto City, Toyama Prefecture･ A: Leaves

ofa specimen (TYM17903). Scale indicates 5…. B: Flower (June 7, 2007).

Fig 4 Viburmlm Wr]'ghttl Var. StLjフeI/atum collected in Toyama City(TYM 1 7904). A: Plant.

Scale Indicates Icm. B: Upper surface of the leaf. Scale Indicates I mm.
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Fig･ 5･ Hypochaeris glabra collected ln lmizu City, Toyama Prefecture, A: Lower surface

ofa leaf(TYM17907)･ Scale indicates 2mn. B: Achenes in a capitulum (TYM17906).

Scale Indicates 5mm.

Flg･ 6･ /･rerIspo/ycephala collected in Toyama Ctty(TYM 17905). A･ Basal part ofa leaf.

Scale Indicates 5mm･ B: apltula m nearly umbel arrangement Scale indicates 5rrnl.
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Fig. 7. FlabenarLa SagZttt'fera collected ln Nanto City, Toyama Prefecture (TYM 1 7908)I

A: Plant. Scale lndlCateS 5cm. B: Flowers. Scale indicates 5mm.

Fig. 8 Vest//ub/Elm fltS511m at nowerlng Stage ln Kamiichl Town, Toyama Prefecture (August 1 3

2007). A: Plants. B. plc-wers,
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の特徴があり､ラベル上には今回の確認地の

ごく近隣に位置する地名が記されていること

から､ ILi]一一集団に属するものである可能性が

高いo　今回本種の生育を確認した場所はミズ

ナラやヤマボウシ､マルバマンサクなとから

なる落莫樹林内であり､小面積のパッチが数

個あり､全体としては50-100個体程度から

なる集Lilと見積もられた｡オオハクウンラン

は『環境JLJ=レッドデータブック2000』および

2007年8月に改定された環境省のレッドデー

タリストでは絶滅危倶IB (EN相当)にリス

トアップされており､青森県から長野県にか

けての本州北中部および大分県の計12都県

に記録があることを示しているが､上述のよ

うにこの属は分類学上の混乱が著しいことか

ら､その扱いが落ち着くまではハクウンラン

と合わせて判断するのが妥当であると思われ

る｡各都道府県版のレッドデータブック類で

はオオ-クウンランとハクウンランを合わせ

ると計25　県で絶滅の恐れがある植物として

取り上げられており､富山県の近隣地域でも

長野県(長野県自然保護研究所･長野県生活

環境部環境自然保護課2002)で絶滅危倶I A

類(CR相当)､福井県(福井県自然環境部自

然保護課2004)および石川県(石川県環境安

全部自然保護課2000)で絶滅危倶Ⅰ類(CR

+EN相当)､新潟県(新潟県環境生活部環境

企画課2001)で絶滅危倶II頬(vU相当)と

してそれぞれ扱われている｡ 『富山県の絶滅の

おそれのある野生生物(レッドデータブック

とやま)』では前記のようにハクウンランとし

て危急種(vU相当)に扱われているが､こ

れまでに県内での記録は2箇所しかなく､現

存が確認できるのはそのうちの1箇所100個

体未満に過ぎないという現状から､絶滅危慎

種(cR+EN相当)として扱うのが妥当では

ないかと考える｡なお､このグループの減少

要因としてほとんどの都道府県で園芸目的の

採取が挙げられていることから､これまでに

県内で確認された生育地の詳細な地名を挙げ

59
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富山県高等菌類資料(6)

橋屋　誠

富山県中央植物園　〒939-2713富山県富山市婦中町上轡Lr1 42

Materials for the fungus nora of Toyama Prefecture (6)

Makoto Hashiya

Botanic Gardens or Tbyama,

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-271 3, Japan

Abstract: Two rarefungl, HygyDqbe caespLtOSa Murrill, )nonotus /udovEclanuS (Pat･)

Mumll were found ln Toyama Prefecture, Japan They are new to the fungus flora of the

+*fecture

Key words: central Japan,fungus nora, new records, Toyama Prefecture,

ずむ｡子実体が鮮やかな色をしたアヤマヤマ

タケ属(HJmbe)の中でも､傘や柄に粘惟

がなく､傘は円錐形とならないベニタマタケ

節(sect. coccEneae)に分類される｡さらに表

面にリン片があることからザラツキキヤマタ

ケ亜節(subsect. Squamulosae)に所属し､子

実体が時に束生することやひだなどが黒く変

色することから同亜節の他種と簡単にL*別す

ることができる｡

本種は1964年に香川県で豊島弘氏により

採集され､同氏によってササクレヒメノカサ

と命名された(豊島･本郷1969)｡北米(Hester

皮 sm仙1963)と東アジアに分布する種で､

国内の分布は､群馬県(群馬県Ij_H然史博物

館収蔵情報)､石川県(石川きのこ会1999)､

香川県(豊島･本郷1969)で記録があるもの

の､他の地域での採集記録は比較的少ない｡

今回の報告が､富山県でのササクレヒメノカ

サ初採集記録になるo

これまでに富山県内で記録された比較的採

集例の少ないと思われる種を報告する｡本報

許で,ll用した標本は富山県中央植物園

(TYM)に保管されている｡

1　ササクレヒメノカサ

IIygro'ybe caespltOSa Mumll (ヌメリガサ科)

(Flg 1)

2007年7月9日､富山市(旧大沢野町)寺

家にある寺家公園内のコケの上で､植物園友

の会きのこ部会の浮田和子氏が本種を採集さ

れた｡翌日､浮田氏に現地を案内していただ

き､橋尾が発生地の観察や写真撮影､標本採

集を行った｡

本楯は､傘の径は1-3cm､表面には粘性が

なく､全体がオレンジ色で毛羽立つ細かなリ

ン片におおわれる｡ひだは直生して疎｡柄に

も粘性がない｡ 7･実体は､少数が群生または

束生するo　傘やひだを傷つけるとゆっくり黒
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Fig. 1. j!vgylO(lVbe caespLtOSa Mumll (M.Hashlya 690 1 )･ Scale bar indicates 2cm･

Fig 2. InonoflIS /udovlcL'amLS (Pat.) Murrill (M.Hashlya 772 1 ). Scale bar indicates 5cm.
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保管標本

富山県富Ll｣市(旧大沢野町)寺家　寺家公

園､コケ上､滞田和子､2007年7月　9　日

(M.Hashiya 6899).

富山県富山市(旧大沢野町)寺家　寺家公

園､コケ上､橋屋誠､ 2007年7　月10　日

(M.Ha5hiya 6901) ,

富山県富山市有峰西谷､河村史紀､ 2007年

10月6日(M.HaShiya7654),

2　オニカワウソタケ

Inonotus ludovicianus (Pat.) Murrill (タバコウ

ロコタケ科) (Fig.2)

2007年10月3日､植物園友の会きのこ部

会の津田和子氏が､富山市(旧大沢野町)寺

家にある寺家公園内の姉倉比売(あねくらひ

め)神社横の林内で､アカガシの老木幹上に

発生した本種を採集された｡これとは別に､

10月7日には同じきのこ部会の黒川悦子

氏･中村啓子氏･金子栄子氏が同所､同木よ

り本種を採集された｡これらの後､ 10月11

日には津田氏の案内で橋屋が発生地-出かけ､

本種の観察や写真撮影､標本採集を行った｡

本種は､常緑カシ類の立ち木や切り株に発

生する心材腐朽菌で､子実体には柄が無く一

年生｡傘の表面には不鮮明な環紋が見られ､

古くなると放射状の裂け目を生じ､乾燥する

と砕けやすくなる｡管口はやや角ぼり､ 2-3

価/m｡タバコウロコタケ科の子実体子実

層に目立つ剛毛体はきわめて稀である｡

本種の分布は､今関･本郷(1989)によれ

ば本州関東以南と北アメリカ(中南部)に分

布するとある｡食べられない硬質菌であるた

めか日本国内での記録は少なく､神奈川県(辛

塚市博物館1997) ､滋賀県(M.Hashlya 7934) ､

福岡県(川村1954)､大分県(西田2005)し

か見つからなかった｡今回の富山県での記録

が､日本海側では最北限であり､また北陸地

域でも初記録となる｡なお､池田(2005)で

描かれた本種の産地として京都府とあるのは
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今関六也･本郷次艶1989.原色E]本新菌類　　　　きのこ乾燥標本目録12002年～2004

図鑑(Ⅲ). 315pp.保育社大阪.　　　　　採集分･熊本博物館館報17:77-日3･

川村精一∴ 1954.原色日本菌類図鑑第1巻　　豊島弘･本郷次雄. 1969.日本菌類誌資料(8)
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2007年7月に､福井県で実施された北陸3

県のきのこ交流会で採集された種類のうち､

北陸地域で初めて採集された2種を報告する｡

本報告で引用した標本は富山県中央植物園

(TYM)に保管されている｡

1　コブミノコガサタケ

Conog,be nodulosospora (Hongo) Watling (オ

キナタケ科) (Fig, 1)

2007年7月8日､福井県大飯郡おおい町鹿

野にあるきのこの森内で､北陸3県きのこ交

流会の観察会実施中に､交流会参加者により

採集された｡

本種は､傘の径が2.4-3.6cm､表面は平滑

で黄土褐色｡ひだは離生し､傘と同じ黄土褐

色胞子は径7-8×6-7LLmで､表面にコプ

状突起が見られる｡縁シスチジアは下部が膨 ニ　ーナ
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Fig 1 Conoqbe nodulosospora (Hongo) Watllng (M Hashlya 6895) Scale bar

lndlCateS 2 cm

Fig 2･ P/euflDllLS CyStLd10SuS 0.K.Mill, (M.Hashiya 6876). Scale bar indlCateS 4 cm.

〆
憶



March 2008 幡屋･能勢　北陸の稀少キノコ

pleL/nOtuS CyStidlOSuS 0.K.Mill (ヒラタケ科)

(Flg. 2)

2007年7月7日､同じく交流会で訪れた福

井県大飯郡おおい町大島にある赤礁崎(あか

ぐりざき)のコナラ枯れ木上で発生した本種

を､富山県中央植物園友の会きのこ部会の伊

藤春雄氏が採集した｡

本種は､傘の径が約11cm､表面は淡い黄褐

色で､平滑｡肉は厚く白色｡柄は側生して太

短いoひだはうすいクリーム色で､縁部の有

色シスチジアにより縁取りが見られ､時に基

部に近い部分は著しい｡分離した菌糸を培養

すると白色の菌糸上に分生子柄束をつくり､

この上部は分生子によって黒い水滴をつけた

ように見える(Fig.3)｡これらの特徴から類

●　　●

Fig 3. Coremia of P/euflDlus cyStL'dL'osus

produced on agar medlum (M･Hashiya
6876). ScalebarlndlCateS I rrm.
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似の他種とは容易に区別できる｡今関･本二郷

(1987)には､本種の分布として日本(本州) ･

台湾･北アメリカがあげられているo　回折で

本種標本の採られている地域は､茨城県･東

京都･鳥取県･愛媛県･鹿児島県(根田私信)､

熊本県(西田2005)､宮崎県(橋屋　目撃)の

記録があり､今回の報告が北陸地域でのオオ

ヒラタケ初採集記録になるo

保管標本

福井県大飯郡おおい町大島　赤礁崎(剖か

ぐりざき) ､コナラの枯れ木上､伊藤春雄､2(K)7

年7月7日､ (M.Hashiya6876).

コブミノコガサタケの写真とオオヒラタケ

の子実体をいただいた伊藤春雄氏､コブミノ

コガサタケの情報をいただいた黒木秀一用､

オオヒラタケの写真をいただいた宮田久美子

氏､オオヒラタケに関する資料をいただいた

根田仁氏､そして原稿を査読していただきま

した横山和正先生に感謝いたしますo

引用文献
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